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は
じ
め
に

蘭
文
和
訳
論
の
誕
生

志
筑
忠
雄

（中
野
柳
圃
、
一
七
六
〇
＼
一
八
〇
六
）
の
登
場
に
よ

っ
て、

日
本
の
オ
ラ
ン
ダ
語
理
解
が
飛
躍
的
に
向
上
し
た
こ
と
は
定
説
と
な

っ
て
久
し

い
。
た
だ
、
緩
徐
で
は
あ
る
が
志
筑
の
天
文

・
物
理
学
的
著
作
や
海
外
事
情

・
地

理
志
に
関
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
の
に
対
し
、
蘭
語
学
研
究
に
つ
い
て

は
、
大
半
が
資
料
紹
介
や
翻
刻
に
留
ま

っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
加
え
て
、
こ
れ

ら
先
行
研
究
の
主
な
問
題
点
は
、
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第

一
に
、
志
筑
の
著
作
は
全
て
写
本
で
残
存
し
て
い
る
た
め
、
論
を
進
め
る
に

は
、
諸
本
を
校
合
し
た
上
で
テ
キ
ス
ト
を
定
め
る
文
献
学
的
な
手
法
に
基
づ
く
必

要
が
あ
る
が
、
か
よ
う
な
取
り
組
み
が
為
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
。

第
二
に
、
志
筑
の
生
前
に
成
さ
れ
た
著
述
と
没
後
の
そ
れ
と
を
弁
別
し
て
い
な

い
こ
と
。
特
に
没
後
の
著
作
に
は
門
人
を
は
じ
め
と
し
た
書
写
者
の
手
が
加
わ

っ

て
い
る
こ
と
が
想
定
で
き
、
生
前
の
著
作
と
の
扱
い
を
同

一
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
(
l
)
0

＠
論
考

近
世

第
三
に
、
志
筑
が
典
拠
と
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
書
に
加
え
、

影
響
を
受
け
た

国
学
や
儒
学
と
い

っ
た
学
問
背
景
が
十
分
に
究
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
志
筑
の
手
で
編
ま
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
学

書
の
う
ち
最
も
謎
の
多
い

「蘭
学
生
前
父
」
(2
)

を
主
題
と
し
て
(
3
)
、
そ
の
現
存
写

本
を
比
較
検
討
し
た
上
で
、
手
始
め
に
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ

っ
た
書
名
の
持
つ
意

味
を
解
き
明
か
し
、
そ
こ
か
ら
志
筑
の
執
筆
意
図
と
該
書
の
方
針
を
浮
き
彫
り
に

す
る
。
つ
い
で
、
各
種
蘭
書
や
祖
彼
学
な
ら
び
に
宣
長
学
か
ら
の
影
響
を
勘
案
し

な
が
ら
、
志
筑
が
該
著
で
達
成
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
蘭
学
史
に
お
け

る
「
蘭
学
生
前
父
」
の
位
置
を
定
め
る
と
と
も
に
、
志
筑
蘭
語
学
の
後
世
へ
の
伝

播
相
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

(
1
)
書
名
の
意
味

管
見
の
限
り
、
現
存
す
る
「
蘭
学
生
前
父
」
は
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
蔵
本

（以

下
、
岐
阜
歴
本
）
、
神
田
外
語
大
学
附
属
図
書
館
神
田
佐
野
文
庫
蔵
本
(4
)

（以
下
、

神
田
佐
野
本
）
、
公
益
財
団
法
人
無
窮
会
専
門
図
書
館
蔵
本

（以
下
、
無
窮
会
本
）
、

早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
(5
)

（以
下
、

早
大
本
）
の
四
本
で
あ
る
。

資
料
の
成
立
年
次
を
明
確
に
示
す
記
述
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
ま
ず
、
文

化
二
年

(-
八
0
五
）
二
月
の
志
筑
自
践
(6
)
を
有
す
る

「
四
法
諸
時
対
訳
」
（岐

阜
歴
本
）

に

「生
前
父
」
の
名
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
(7
)
、
そ
れ
以
前
に
成
立

-
、
本
来
の
面
目
を
識
れ
ー

書
名
の
意
味
と
執
筆
の
狙
い
ー

上
心
筑
忠
雄

「蘭
学
生
前
父
」
と
但
侠

・
宣
長
学
ー

大

島

明

秀
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し
た
著
作
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
、
後
述
す
る
よ
う
に
「
蘭
学
生
前
父
」

の
自
序
に
は
「
柳
圃
」
署
名
が
認
め
ら
れ
る
が
、
目
下
こ
の
号
の
初
出
は
「
日
食

絵
算
」
に
お
け
る
享
和
三
年
(
-
八

0
三）

―
二
月
の
自
序
で
あ
り
(
8
)
、
つ
い
で
、

「大
槻
玄
幹
宛
中
野
柳
圃
蘭
文
詩
（
甲

・
乙
）
清
書
」
（
と
も
に
一
八

0
四
年
三
月
）

に
も
蘭
文
署
名
w
ilg
e
n
a
k
k
e
r
 (
柳
の
田
圃
）
が
窺
え
る
(9
)
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す

る
と
、
「
蘭
学
生
前
父
」
の
成
立
時
期
は
、
志
筑
の
生
前
、
享
和
三
年
の
後
半
頃
か

ら
文
化
二
年
二
月
の
間
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
(
1
0
)
0

さ
て
、
志
筑
が
生
前
に
著
し
た
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
学
著
作
を
見
る
と
、
初
期
は

「和
蘭
詞
品
考
」、

「
助
詞
考
」
と
い
っ
た
文
法
用
語
や
単
語

・
旬
の
説
明
あ
る
い
は

語
彙
集
に
留
ま
っ
て
い
た
も
の
の
、

二
十
年
に
わ
た
る
「
暦
象
新
書
」
(
-
八
0
ニ

成
）
訳
業
の
完
了
後
は
、
「
三
種
諸
格
」
、
「
四
法
諸
時
対
訳
」
の
よ
う
に
、
名
詞
の

性
・
格
変
化
や
動
詞
の
人
称
変
化
、
も
し
く
は
時
制
や
法
と
い
っ
た
西
洋
文
法
カ

テ
ゴ
リ
ー
に
お
け
る
各
種
項
目
に
狙
い
を
定
め
た
各
論
が
編
ま
れ
、
加
え
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
書
名
は
内
容
を
反
映
し
て
付
さ
れ
て
い
る
。
か
よ
う
に
見
る
と
、
「
蘭
学

生
前
父
」
は
「
暦
象
新
書」

完
成
後
に
成
立
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
題
名

か
ら
は

一
瞥
し
て
何
を
意
図
し
た
著
作
で
あ
る
か
は
汲
み
取
り
に
く
く
、
さ
ら
に

言
え
ば
、
そ
の
命
名
の
在
り
方
も
随
分
異
質
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
書
名
は
何
と
読
む
の
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
先
鞭
を

つ
け
た
杉
本
つ
と
む
は
、
先
に
岡
村
千
曳
が
「
ラ
ン
ガ
ク
セ
イ
ゼ
ン
ノ
チ
チ
」
と

読
み
方
を
示
し
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
な
が
ら
、
馬
場
佐
十
郎

『蘭
語
冠
履
辞
考
』

（一

八
五
五
序
）
に
「
ラ
ン
ガ
ク
セ
イ
ゼ
ン
フ
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
を
正
し
い
読
み
と
し
た
が
(11
)
、
書
名
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
依
然
不
明

の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
む
し
ろ
こ
の
読
み
方
は
通
称
で
あ
る
と
見
る

方
が
適
切
で
あ
る
。

こ
こ
で
従
来
看
過
さ
れ
て
き
た
志
筑
自
序
に
着
目
し
た
い
。
当
該
序
は
、
現
存

す
る
四
写
本
の
う
ち
美
濃
大
垣
藩
医
で
あ
っ
た
江
馬
家
の
蘭
学
塾
に
蔵
さ
れ
て
い

た
岐
阜
歴
本
(12
)

と、

『遠
西
観
象
図
説
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
尾
張
藩
医
吉

雄
俊
蔵
（
常
三）

の
塾
で
校
合
し
た
写
本
に
遡
る
神
田
佐
野
本
(13
)

に
の
み
確
認
で

き
る
(
1
4
)
0

物
氏
の
訳
茶
に
漢
学
を
せ
ん
も
の
は
文
字
の
本
来
の
面
目
を
識
れ
と
い
へ
る

が
如
く
、
蘭
釈
む
出
が
糾
な
か
的
な
な
が
叫
、
お
の
れ
此
ご
ろ
和
漢
の
語
を

[を
し
も
]

[

生

れ

ぬ

]

ゑ
ら
び
て
訓
訳
し
つ
る
。
此
ふ
み
の
名
を
も
、
か
の
生
ぬ
前
の
父
そ
こ
ひ
し

[
る
る
に
]

き
と
よ
め
る
が
、
本
来
の
面
目
を
い
へ
る
歌
な
る
に
そ
へ
て
な
ん
蘭
学
生
前

[
著
]

父
と
は
名
づ
け
つ
る
。
柳
圃
書
(15
)

[
生
れ
ぬ
]

後
半
の
二
重
傍
線
部
か
ら
、
志
筑
は
「
生
ぬ
前
の
父
そ
こ
ひ
し
き
」
を
下
の
旬

と
す
る
「
本
来
の
面
目
を
い
へ
る
歌
」
を
典
拠
と
し
て
題
を
付
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
結
論
か
ら
言
う
と
、
そ
の
「
歌
」
と
は
、
志
筑
在
世
時
、
人
口
に
謄
灸
し
て

い
た
道
歌
「
闇
の
夜
に
鳴
か
ぬ
烏
の
声
聞
け
ば
生
ま
れ
ぬ
前
（
先
）
の
父
ぞ
恋
し

き
」
で
あ
る
(16
)
。
歌
意
を
読
み
解
く
た
め
に
、

「生
ま
れ
ぬ
前

（
先
）
の
父
」

と

同
義
で
あ
る
「
父
母
未
生
以
前
本
来
面
目
」
と
い
う
文
旬
を
参
照
す
る
と
(17
)
、
そ

の
心
は
、
認
識
し
て
い
る
人
や
物
の
姿
は
本
来
の
様
相
で
は
な
い
、
と
い
う
禅
的

な
境
地
に
あ
る
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
本
題
の
道
歌
に
立
ち
戻
る
と、

「
闇
の
夜
の

烏
」
は
見
え
ず
、
「
鳴
か
ぬ
烏
の
声
」

は
聞
け
ず
、

「生
ま
れ
る
前
の
父
」
を
知
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
か
ら
転
じ
て
、
凡
夫
に
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、

物
事
に
は

「
本
来
の
面
目
」
（
本
当
の
姿
、
様
相
）
が
存
在
す
る
、

と
い
う
禅
的
な

境
地
を
意
味
す
る
歌
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

後
述
す
る
よ
う
に
、
「
蘭
学
生
前
父
」
は
蘭
文
和
訳
論
で
あ
り
、
当
時
世
間
で
は

理
解
さ
れ
て
い
な
い
オ
ラ
ン
ダ
語
の
「
本
来
の
面
目
」
、
す
な
わ
ち
志
筑
の
み
が
見
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表1 志筑忠雄のオランダ語文法学著作

著述名 成立時期 成立時期の典拠 内容 備 考

志筑生前

寛政 9年12月18日
宇田川玄随撰「蘭学秘蔵」 文法用語や単語 ・

和閾詞品考 (1798年 2月 3日）
（早大本） 句の説明

以前

助詞考 （助字考、和
寛政 9年12月18日

宇田川玄随撰「蘭学秘蔵」
冠詞、代名詞、前筐

oo助語考） (1798年 2月 3日）
（早大本）

詞、副詞、前置詞、
以前 句などの語曲集

享和3年 (1803)後 名詞の性・格変化、
「西肥崎賜柳圃中野先生

三種諸格 半頃から文文化 2 「四法諸時対訳」（岐阜歴本） 動詞の人称変化 な
撰著」 （岐阜歴本）とあり

年 (1805)2月以前 ど

享和3年 (1803)後
柳圃号（序文）の使用、「四

蘭学生前父 半頃から文化 2年 和訳論
(1805) 2月の間

法諸時対訳」（岐阜歴本）

四法諸時対訳 (l蘭文 文化2年 (1805)2 
柳圃号の使用 （岐阜歴本）、

法諸時） 月
岐阜歴本践 時制と法 「三種諸格」および「蘭学

生前父」に言及

蘭詩作法（大槻清準 「三国祝章」目次（早大本、
撰「三国祝章」の一 文化2年 (1805)頃 ただし「OO詩作法」部分本 作文
編） 文は脱落）

志筑忠雄没（文化3年 [1806]7月）以降

享和3年 (1803)8 日本語の各種文立
柳圃文集

月以降
大槻如電手稿 をオランダ語訳し 志筑没後の組集か

たもの

志筑没後、西吉右衛門が
「蘭語九品集」を編集、の

「三種諸格絹」、「蘭
ち馬場佐十郎「訂正蘭語九

蘭語九品集
学生前父」以降

静盛堂文庫本 時制、法、品詞など 品集」に（「訂正蘭語九品
集」諸言、文化11年9月成
より）、「三種諸格」および
「蘭学生前父」に言及

属文錦嚢 （吉雄権之助 文政4年 (1821)8 
文章解説（統語）

杉本つとむの指摘により、
述、志筑忠雄遺教か） 月 志筑辿教と判断

片桐一男「「四十五様Jにつ
いて」（「洋学史研究」第27

四十五様 （森田千庵 文政6年 (1823)以
号、 2010年）、岡田和子「森

動詞の変化を示した
著、志筑忠雄遣教か） 降か

田千庵 「四十五様」につい
もの

一翌表
て一中野柳圃 ・森田千庵
と仏文法の関係一→」 （「洋
学史研究」第28号2011年）

蘭学凡（大槻玄幹著、 文政7年 (1824)8 
「蘭学凡」序（早大本） 文法総論

志筑忠雄遺教） 月

西音発微（大槻玄幹 志筑没後、文政 9
版本 音声

著、志筑忠雄遺教） 年 (1826)1月

成立年不明

和蘭語格 不明
未見、「本朝医家著述目録」

不明
より

九品詞名目 不明
杉本つとむ 「国語学と蘭語

品詞
学」（武蔵野書院、1991年）

文楚（志筑忠雄辿稿、
不明 文法用語集

吉雄俊蔵校訂）

柳圃先生虚詞考 不明
前掲杉本つとむ 「国語学と 冠詞、代名詞など
蘭語学」 の語梨集
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蘭

枡

畠
・各
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知
総
叫

芦
％
伽
聾
畜
り
レ
、
細
；

イ
ヤ
ハ
靖
ふ
呼
1dllト
つ
ト
ノ
が
い
後
：
目
を
ク
ー

両

給

之

異

和
語
只
喜
令
日
ご
呼
丙
伍
イ
ヘ
ト
だ
洵
詫
“
：
ふ
畜
～
)

翠
名
．？
、
人
是
l
令
卜
立
ス
（
キ
；
に
ゾ
了
令
釈

ス
ヘ
キ
と
ノ
ィ
え
鉤
号
を
勤
也
和
3
出
fb-ノ
£
を
名
1

島`‘
i
ヘヽ
｀

9
f
,
i、さ

埓
R
七

図2
,可- - ＂1．盪』l

「蘭学生前父」内題。項目 1および
2も見える （岐阜県歴史資料館蔵）

図1

抜
い
た
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
す
る
理
解
と
和
訳
法
の
要
諦
を

一
三
点
に
わ
た
っ
て
提

示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
を
道
歌
「
闇
の
夜
に
嗚
か
ぬ
烏
の

声
聞
け
ば
生
ま
れ
ぬ
前

（
先
）
の
父
ぞ
恋
し
き
」
に
託
し
た
書
名
の
後
半
部
は
「
ウ

マ
レ
ヌ
サ
キ
ノ
チ
チ
」
と
読
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
前
半
部
に
つ
い
て
も
後
半
部
と
同

州

要

一

f喩

戯
含
へ
の
絹
”
f
i！ッぽ
学
を
笑
・
タ
は
そ
邸
窃
主
召
り
和

lat
織
も

f
蒼
’
6

やえ
困
誓
＄
｛
‘
盆
や
ふ

ふ

b
gと庄
み
和
度
・
？
飴
か
名
心
多
，
訓
紅

ょ
此
ク
グ
？
蒻
ふ
？
ぞ
そ
5
農
．；
々
よ
ー
り
＼

し
；
t:ふ
広

2
誓

令

区
＄
萩

9
象
了

り
面
乎
生
約
＇ゃ
ん
み

1
?

「蘭学生前父」志筑忠雄自序
（岐阜県歴史資料館蔵）

じ
く
和
風
に
読
む
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
し
、
何
よ
り
本
書
は
和
訳
論
で
あ
る
。
以

上
を
勘
案
す
る
と
、
志
筑
が
付
し
た
書
名
「
蘭
学
生
前
父
」
の
読
み
は
「
オ
ラ
ン

ダ
マ
ナ
ビ
ウ
マ
レ
ヌ
サ
キ
ノ
チ
チ
」
で
あ
り
、
か
よ
う
に
読
ま
な
け
れ
ば
、
本
書

に
込
め
た
志
筑
の
自
負
と
意
味
、
そ
し
て
資
料
的
な
位
置
づ
け
が
闇
に
埋
も
れ
た

ま
ま
と
な

っ
て
し
ま
う
。

(
2
)
祖
練
学
と
執
筆
の
狙
い

そ
れ
で
は
「
本
来
の
面
目
」
と
は
具
体
的
に
は
何
を
指
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
先
ほ
ど
挙
げ
た
序
文
に
戻
っ
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
先
に
掲
げ
た
序
文
冒
頭
の
傍
線
部
は
「
物
氏
の
訳
答
に
漢
学
を
せ
ん
も

の
は
文
字
の
本
来
の
面
目
を
識
れ
と
い
へ
る
が
如
く
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
言
う

「物
氏
の
訳
答
」
と
は
、
荻
生
祖
株

『訳
文
茎
蹄
』
初
編

(-
七

――

刊
）
を
指
し

て
お
り
、
そ
の
序
に
掲
げ
た
「
題
言
十
則
」
の
二
則
目
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
漢

文
読
解
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て

一
石
を
投
じ
て
い
る
当
該
部
分
は
、
「
蘭
学
生

前
父
」
序
文
の
破
線
部
「
蘭
学
も
ま
た
さ
る
わ
ざ
な
る
か
ら
」
の
伏
線
と
な

っ
て

い
る
の
で
以
下
に
掲
げ
る
。

此
方
学
者
。
以
二
方
言
玉

9
読
。
号
日
二
和
訓

一。

取
二
諸
訓
詰
之
義
ー。
其
実

訳
也
。
而
人
不
レ
知

其

為

＞
訳
突
。
[
…
]
若
下
此
方
読
法
。
順
逆
週
環
。
必

移
二
中
華
文
字
一。

以
就
二
方
言
玉
？
。

一
読
便
解
。
不
レ
解
不
レ
可
レ
読
。
信

乎
。
和
訓
之
名
為
レ
当
。
而
学
者
宜
＝一或
易
二
於
為
レ
カ
也
。
但
此
方
自
有
二
此

方
言
語
一。

中
華
自
有
二
中
華
言
語一

。
体
質
本
殊
。
由
レ
何
胞
合
。
是
以
和
訓

週
環
之
読
。
雖
レ
若
レ
可
レ
通
。
実
為
二
牽
強
ー。

而
世
人
不
省
。
書
レ
読
作
レ
文

一
唯
和
訓
是
罪
0

[…
]
需
所
謂
易
二
於
為
＞
力
者
。
実
為
二
之
祟
一也
。
故
学

者
先
務
。
唯
要
下
其
就
華
人
言
語

一識
中
其
本
来
面
目
上。

（
此
の
方
の
学
者
、
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こ
れ

方
言
を
以
て
書
を
読
み
、
号
し
て
和
訓
と
日
ひ
、
諸
を
訓
詰
の
義
に
取
れ
り
。

其
の
実
訳
な
り
。
し
か
も
人
は
其
の
訳
た
る
こ
と
を
知
ら
ず
。
[
…
]
此
の
方

じ
ゅ
ん
ぎ
ゃ
く
か
い
か
ん

の
読
法
、
順
逆
逍
環
し
て
、
必
ず
中
華
の
文
字
を
移
し
て
、
以
て
方
言
に

す

な

わ

ま

こ
と

就
く
者
の
若
き
は
、
一
読
便
ち
解
す
。
解
せ
ざ
れ
ば
読
む
べ
か
ら
ず
。
信
なやす

る
か
な
和
訓
の
名
、
当
と
為
す
。
而
し
て
学
者
宜
し
く
或
は
力
を
為
す
に
易

お
の
ず

か
る
べ
き
な
り
。
但
し
此
の
方
自
か
ら
此
の
方
の
言
語
あ
り
、
中
華
自
か
ら

も

と

ぶ

ん

こ
こ

中
華
の
言
語
あ
り
、
体
質
本
殊
な
り
、
何
に
由
て
胞
合
せ
ん
。
是
を
以
て
和

f
}

と

け

ん

き
ょ
う

訓
逍
環
の
読
み
、
通
ず
べ
き
が
若
き
と
雖
、
実
は
牽
強
た
り
。
し
か
も
世
人

さ
き

た
だ

省
み
ず
、
書
を
読
み
文
を
作
る
に

一
に
唯
和
訓
是
れ
葬
る
[
:
'
]
需
に
所
謂

や

す

た

た

る
力
を
為
す
に
易
き
者
、
実
は
こ
れ
が
祟
り
を
為
せ
ば
な
り
。
故
に
学
者
の

先
務
、
唯
た
だ
其
の
華
人
の
言
語
に
就
き
て
其
の
本
来
の
面
目
を
識
ら
ん
こ

と
を
要
す
。
）
（18）

こ
こ
で
述
べ
て
い
る
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

「
此
の
方
」

（日
本
）
の
学
者
は
、
日
本
語
で
漢
籍
を
読
ん
で
お
り
、
そ
れ
を
「
和

訓
」
（
訓
読
）
と
名
付
け
、
訓
詰
学
（
語
義
を
研
究
す
る
学
問
）

と
し
て
認
識
し
て

い
る
が
、
こ
れ
は
翻
訳
で
し
か
な
い
。
し
か
も
世
間
の
人
は
こ
れ
が
訳
業
で
あ
る

こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
い
。
古
い
漢
籍
の
文
章
も
、
「
和
訓
」
を
用
い
て
当
代
日
本

語
の
形
に
変
え
る
こ
と
で
簡
単
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

日
本
に
は
日
本
の
言
語
が
あ
り
、
中
国
に
は
中
国
の
言
語
が
あ
り
、
そ
の
性
質
を

異
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
結
合
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
漢
文
を
読

み
下
す
と
意
味
が
通
じ
る
よ
う
な
気
に
な
る
が
、
そ
れ
は
こ
じ
つ
け
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
、

書
を
読
み
、
文
を
作
る
際
、
「
和
訓
」
に
の
み
拠
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
簡
便
な
「
和
訓
」
の
存
在
が
、
実
は
裏
目
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
学
者
は
中
国
語
に
真
剣
に
向
き
合
っ
て
、
そ
の
言
葉
の
「
本
来
の
面
目
」

（
本
当
の
姿
や
様
相
）
を
知
る
よ
う
つ
と
め
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

か
か
る
問
題
点
を
示
し
た
祖
株
は
、
中
国
語
の
「
本
来
の
面
目
」
を
理
解
す
る

た
め
に
、
そ
の
語
順
通
り
に
読
む
こ
と
を
提
唱
し
、
ま
た
、
歴
史
性
・
地
域
性
を

踏
ま
え
た
本
来
の
字
義
を
明
ら
め
る
古
文
辞
学
と
い
う
方
法
を
創
出
し
た
が
、
実

際
に
は
そ
れ
ほ
ど
原
文
と
か
け
離
れ
た
訳
を
作
成
す
る
に
は
こ
と
は
な
か
っ

た
(19
)
。
つ
ま
り
、
祖
株
は
訓
読
と
い
う
翻
訳
方
法
に
問
い
を
投
げ
か
け
る
こ
と
に

は
成
功
し
た
も
の
の
、
そ
れ
を
大
き
く
改
め
る
よ
う
な
和
訳
法
の
提
示
に
ま
で
は

至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

他
方
、
蘭
文
読
解
の
状
況
に
目
を
移
す
と
、
「
蘭
学
」
の
権
威
で
あ
っ

た
大
槻
玄

沢
が
成
し
た

『蘭
学
階
梯
』
（
一
七
八
八
刊
）
や
、
宇
田
川
玄
随
「
蘭
訳
弁
慇
」

（一

七
九
――
一
序
）
あ
る
い
は
前
野
良
沢

「
蘭
語
訳
答
」
（

一
七
九
七
跛
）
な
ど
、
志
筑
の

同
時
代
に
お
け
る
蘭
学
書
に
示
さ
れ
た
和
訳
法
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
一
対
一
で
訳

語

（主
に
漢
語
）
を
あ
て
、
語
順
を
示
し
た
訓
点
を
振

っ
て
転
倒
さ
せ
て
読
む
、

い
わ
ば
「
欧
文
訓
読
(20
)
」
と
呼
び
う
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
「
蘭
学
生
前
父
」
成
立
前
後
に
お
け
る
外
国
語
和
訳
法
の
状
況
を
踏
ま

え
て
再
度
ま
と
め
る
と
、
祖
彼
は
中
国
語
理
解
に
対
す
る
画
期
的
な
理
念
を
示
し

た
も
の
の
新
た
な
和
訳
法
の
提
示
に
は
至
ら
ず
、

加
え
て
蘭
学
者
に
よ
る
オ
ラ
ン

ダ
語
読
解
法
は
従
来
の
漢
文
訓
読
を
応
用
し
た
「
欧
文
訓
読
」
の
域
に
留
ま
っ
て

ヽ
こ
。

し

tか
か
る
状
況
下
で
志
筑
忠
雄
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表
記
の
上
に
文
法
体
系
が

日
本
語
と
は
全
く
異
な
る
オ
ラ
ン
ダ
語
に
対
峙
し
、
「
蘭
学
も
ま
た
さ
る
わ
ざ
な

る
か
ら
」
と
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
性
質
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
抜

い
た
上
で
、

『訳
文
答
蹄
』
の
理
念
を
踏
ま
え
て
そ
の
「
本
来
の
面
目
」
の
理
解
に

向
き
合
い
、
祖
棟
が
成
し
え
な
か
っ
た
外
国
語
の
和
訳
法
、
す
な
わ
ち
「
欧
文
訓
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図4 藤林普山 『蘭学遥』1810刊「訳例」（架
蔵）。志筑没後においても「欧文訓読」が
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図3 大槻玄沢 『蘭学階梯』1788刊、下巻
「成語付訓点並二訳文」（ゆまに書房、

2000年影印版より）。オランダ語文の下
方に対応する漢語が示されているも

のの、語順は示されていない

読
」
か
ら
離
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
和
訳
と
そ
の
方
法
の
提
示
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。

2
 

ー3
 

ー
上
記
の
よ
う
に
「
蘭
学
生
前
父
」
は

二
二
項
目
か
ら
成
る
が
、
本
書
の
狙
い
や

11 10 

，
 

8
 
7
 
6
 

5
 
4
 
3
 
2
 
ー

六
詞
ヲ
重
ヌ
ル
秘
訳
(21
)

事
迦
ノ
詞

種
々
ノ
詞
遺
ヒ

z
o
u
d
e
n
ノ
事

種
々
ノ
結
ヒ
詞

六
詞
秘
訳
井
定
格

詞
品
図

(1
)
動
他
詞

(2
)
自
動
詞

(3)
静
虚
詞

三
世
図

和
語
例

両
語
ノ
異

蘭
語
三
世
名
目

切
ル
、
詞

続
ク
詞

二
、
和
漢
の
語
を
え
ら
び
て
訓
訳
し
つ
る

ー
蘭
文
和
訳
論
の
構
成
と
展
開
ー

(1)
内
容
構
成

そ
れ
で
は
志
筑
忠
雄
は
い
か
な
る
和
訳
論
を
展
開
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

「
蘭
学
生
前
父
」
の
内
容
構
成
を
理
解
す
る
た
め
に
、
神
田
佐
野
本
に
転
写
過
程
で

付
加
さ
れ
た
目
次
を
示
す
。
な
お
、
番
号
は
籠
者
に
よ
る
。
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体
系
を
理
解
す
る
た
め
に
各
項
目
の
内
容
を
確
認
し
て
い
こ
う
(
2
2
)
0

項
目

1

「
和
語
例
」
で
は
、
日
本
語
の
言
葉
の
活
用
を
対
象
と
し
て
い
る
。
完

了
な
ど
を
表
す
助
動
詞
「
ぬ
」
が
、
「
ぬ
る
」
と
な
っ
た
場
合
に
は
次
に
言
葉
を
接

続
す
る
が
、
「
ぬ
」
の
場
合
に
は
そ
こ
で
終
わ
る
よ
う
に
、
言
葉
に
は
後
に
語
が
接

続
す
る
形

（続
ク
詞
）
と
、
そ
こ
で
終
わ
る
形
（
切
ル
、
詞
）
と
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
す
る
。

2

「
両
語
ノ
異
」
で
は
、
日
本
語
の
「
い
ひ
つ
る
人
」
、
「
い
ひ
し
人
」
は
オ
ラ

ン
ダ
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
、
「
い
へ
る
人
」
に
相
当
す
る
蘭
訳

が
不
可
能
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
蘭
日
で
動
詞
の
自
他
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
起

因
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
く
。

3
「
蘭
語
三
世
名
目
」
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
現
在
・
過
去

・
未
来
の
三
時
制

が
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。

4

「
切
ル
、
詞
」
で
は
、
動
詞
「
言
ふ
」
、
「
隕
つ
」
お
よ
び
形
容
詞
「
白
し
」

を
例
に
、
様
々
な
時
制
の

（助
動
詞
を
伴

っ
た
形
も
含
め
た
）
切
れ
る
形
を
蘭
日

対
照
に
し
て
示
す
。
ま
た
、
自
動
詞
に
は
「
ぬ
」
、
他
動
詞
に
は
「
つ
」
が
接
続
す

る
こ
と
も
言
い
添
え
る
。
な
お
、
志
筑
忠
雄
の
時
制
の
考
え
方
は
、
中
世
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
ラ
テ
ン
文
法
で
あ
る
叉
角
的
五
分
法
（
現
在
、
過
去

〈未
完
成
過
去
[
過

去
ノ
現
在
]
‘
完
成
過
去
[
孤
立
過
去

r
大
過
去
[
過
去
ノ
過
去
]
〉ヽ

未
来
)
に

基
づ
く
(
2
3
)
0

5

「
続
ク
詞
」
で
は
、

「
言
ふ
」
、
「折
る
」
、
「
隕
つ
」
な
ら
び
に
「
白
し
」
を
例

に
、
動
詞
の
自
他
の
別
に
留
意
し
な
が
ら
、
様
々
な
時
制
の

（助
動
詞
を
伴

っ
た

形
も
含
め
た
）
続
く
形
を
蘭
日
対
照
に
し
て
示
す
。
ま
た
、
他
動
詞
に
は
目
的
語

が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
も
言
及
す
る
。

6
「
三
世
図
」
で
は
、
時
制
を
表
す
オ
ラ
ン
ダ
語
の
助
動
詞
お
よ
び
存
在
動
詞

綬［
セ

ズ“ん，．．

ネ咋£⑯
来_z-d,tf,. 

現
必E OO 
妃ヽと；ダf.
ii. 

令ぞ過
4没 ふ

未ふ磁ん，々

よ ｀心砂．但j

忍が・

が必r9ウ．

現,,,/vf.1-i 
巴
必 f.ロ

過．
坪と辺伍必1

参ん¢．幻這“｀又
憧｝

-•口よん況9日
図5 三世図（岐阜県歴史資料館蔵）

と
そ
の
変
化
を
図
示
す
る
。

具
体
的
に
は
、
ま
ず
、
上
段
左
に
未
来
を
表
す
助
動
詞
zullen
が
挙
げ
ら
れ
、

そ
の
不
定
形
な
ら
び
に

一
人
称
主
語
と
三
人
称
主
語
に
用
い
る
際
の
変
化
を
提
示

し
、
右
方
に
過
去
形
で
あ
る

z
o
u
d
e
n
と
変
化
形
が
示
さ
れ
る
。
中
段
左
に
は
現

[
マ
マ
]

在
を
表
す
存
在
動
詞
zijn
と
変
化
形
、
右
方
に
は
そ
の
過
去
形
w
a
a
r
e
n
<24
)
と
変

化
形
、
下
段
左
に
完
了
形
を
作
る
助
動
詞
と
し
て
の

h
e
b
b
e
n
、
右
方
に
過
去
形

h
a
d
d
e
n
と
変
化
形
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
志
筑
は
以
上
の

zullen
、

z
o
u
d
e
n
、
zijn
、
w
a
a
r
e
n
、
h
e
b
b
e
n
、
h
a
d
d
e
n
を
「
六
詞
」
と
呼
ぶ
。

7
「
六
詞
ヲ
重
ヌ
ル
秘
訳
」
で
は
、
前
項
6
で
挙
げ
た
助
動
詞
を
対
象
と
し
て
、

そ
の
文
例
と
訳
を
挙
げ
つ
つ
、
意
味
の
微
妙
な
差
異
に
つ
い
て
比
較
説
明
す
る
。

8
「事
迩
ノ
詞
」
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
動
詞
九
語

(N
ull
e
n
、
zijn
、
h
e
b
b
e
n
、

[
マ
マ

]

0

`

マ
]

w
a
a
r
e
n
、
h
a
d
d
e
n
、
s
p
r
e
e
k
e
n
<25
)、
V
邑
le
n
、
z
e
g
g
e
n
、
w
o
r
d
e
n
)

な
ら
び
に

写
マ
]

助
動
詞

二
語

(
k
o
n
n
e
n
(26
)、
m
o
e
t
e
n
)

の
不
定
形
と
過
去
形

(
w
a
a
r
e
n
と
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h
a
d
d
e
n
は
過
去
完
了
形
）
を
掲
げ
て
い
る
。

9
「
種
々
ノ
詞
遺
ヒ
」
で
は
、
ま
ず
、
副
文
を
備
え
た
文
章
を
基
本

文
と
し
て
掲
げ
、
次
に
、
そ
こ
か
ら
時
制
な
ど

一
部
を
変
化
さ
せ
た
計

二
六
の
例
文
を
挙
げ
、
そ
の
文
法
的
な
説
明
と
具
体
的
な
訳
し
方
を

説
く
。
10
「z
o
u
d
e
n
ノ
事
」
で
は、

z
o
u
d
e
n
(仮
定
）
の
訳
を
古
語
「
ま

し
」
に
求
め
な
が
ら
も
、

こ
れ
が
同
時
代
に
使
わ
れ
な
い
言
葉
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
古
歌
三
種
を
例
に
挙
げ
な
が
ら
「
べ
し
」
で
代
用
で

き
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
ま
た
、

z
o
u
d
e
n
が
推
量
の
意
で
用
い
ら
れ

る
例
も
付
記
す
る
。

11
「
種
々
ノ
結
ヒ
詞
」
で
は
、
日
本
語
の
文
末
に
用
い
ら
れ
る
言

葉
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
は
該
当
す
る
も
の
の
無
い
場
合
が
あ
る
こ
と

を
説
く
。
具
体
例
と
し
て
「
け
り
」
、
「
め
り
」
、

「
ら
ん
（
む
）
」
、
「
ら

し」、

「
つ
つ
」
、
「
か
な
」
、
「
が
に
」
を
含
ん
だ
和
歌
を
引
き
、
そ
の

蘭
訳
例
を
示
す
。
ま
た
、
日
本
語
の
口
語
訳
も
併
記
す
る
。

12
「
六
詞
秘
訳
井
定
格
」
で
は
、
項
目

6
で
扱
っ
た
六
語
の
訳
例
で
、
ど
の
品

詞
に
付
い
た
ら
ど
う
和
訳
す
れ
ば
よ
い
か
が
分
か
る
よ
う
な
具
体
的
な
訳
語
を
与

え
て
い
る
。

13
「
詞
品
図
」
で
は
、
蘭
日
両
語
で
品
詞
を
挙
げ
、
そ
の
関
係
を
図
式
化
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
説
明
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
ま
で
計

一
三
に
渡
る
項
目
を
見
て
き
た
が
、
項
目
l
¥
5
ま
で
が
基
礎
編

（蘭
日
の
文
章
構
造
お
よ
び
言
葉
の
活
用
に
関
す
る
基
礎
知
識
）
で
、
項
目

6
¥
1
3

が
発
展
編
（
文
例
と
具
体
的
な
和
訳
法
）
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
オ
ラ
ン
ダ
語

に
つ
い
て
は
、
全
体
を
通
し
て
詳
細
な
文
法
事
項
に
説
明
が
費
や
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、

む
し
ろ
動
詞
の
自
他
、

い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
(
2
7
)
0

留
意
す
べ
き
は
、
「
蘭
学
生
前
父
」
と
い
う
著
作
が
、
志
筑
の
他
作
品
の
よ
う
に

オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
の
理
解
の
み
に
焦
点
を
絞
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
読
解
し

た
オ
ラ
ン
ダ
語
を
い
か
に
し
て
日
本
語
に
置
き
換
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
照
準
を

合
わ
せ
た
仕
事
で
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
達
成
の
た
め
に
は
、
当
然
日
本
語
の
「
本

来
の
面
目
」
に
対
す
る
理
解
も
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
か
か
る
意
味
合
い
に
お
い
て
、

「蘭
学
生
前
父
」
は
志
筑
に
よ
る
日
本
語
文
法
学
と
も
言
え
、
し
た
が
っ
て
志
筑

は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
理
解
の
要
諦
を
と
り
わ
け
動
詞
の
自
他
や
助
動
詞
な
ら
び
に
時

.JJ 

＼
痩

虚
治

．
 

勧
—
ー
ー
伶
図

I
 

祝
烹
仇

＞
八
自
拓
飢

助
動
詞、

そ
し
て
時
制
の
説
明
に
紙
幅
を
割
い
て

＼
咲
邸

ー
釦
之
た

／
 

麿
化
⑬

飴
乞
～

仰
，
竺
図

／～ん砂

“ 必りて～

図7 詞品図（岐阜県歴史資料
館蔵）。ここでの「虚」は動詞と

形容詞、「実」は名詞、「死」は用

語が活用しないことを意味する。図6
よって、「静之死」、とは形容詞が

名詞化したものを指す

゜＾
釦
紗
玖
坑
足
飴

言
戸
巳
屈
六詞秘訳井定格（岐阜

県歴史資料館蔵）。ただ

し「訳」を「訣」に誤る

44 



表2 「蘭学生前父」の内容構成

項目（目次） 内 容 分 類
典拠の明示

（岐阜歴本より）

日本語（和語）には、後に語が接続する形（続
言葉の性質（日本語の

1 和語例 ク詞）と、そこで終わる形（切ル、詞）とがあ
活用）

ることを指摘

オランダ語と 日本語を対照させながら、意味上
言葉の性質（蘭日の

2 両語ノ異 は同じでも自動詞 •他動詞という点で異なり 、
自 •他動詞）

訳すことができない言葉があることを説く

3 蘭語三世名目
オランダ語には時制 （過去 ・現在 ・未来）がある 文構造（時制 ：用語の

ことを紹介 説明）

「言ふ」、「隕つ」、「白し」の様々な時制の（助動

4 切ル、詞
詞を伴った形も含めた）切れる形をOO日対照に 言葉の性質 (OO日語の
して示す。加えて、自動詞には「ぬ」、他動詞に 切れる形への活用）

は「つ」が接続することも言い添える

続ク詞 動詞の自他の別に留意しながら、様々な時制の
「本居氏」、「物氏」、

5 動他詞 （助動詞を伴った形も含めた）続く形を蘭日対照 言葉の性質（蘭日語の
「mann三板」、「halma

自動詞 にして示している。また、 他動詞に目的語が必 続く形への活用）

静虚詞 要であることにも言及
初板」

6 三世図
時制を表す6詞 （オランダ語の助動詞および存 文構造（時制 '6詞と
在動詞）とその変化を固示 その変化）

6詞の文例と訳を挙げ、微妙な差異について比
文構造（時制． 6詞の

7 六詞ヲ重ヌル秘訳 文例、具体的な和訳、
較説明する

意味の差異）

オランダ語の動詞および助動詞9語の不定形と 文構造（時制 動詞お
8 事迩ノ詞 過去形を挙げ、さらに助動詞 2語の過去形と過 よび助動詞の不定形、

去分詞を掲げる 過去形、過去分詞）

従属節を備えた文章を基本文として掲げ、そこ
翻訳法（文例と具体的

9 種々ノ詞遣ヒ から時制など一部を変化させた計26の例文を挙
な和訳）

げ、その文法的な説明と具休的な訳し方を説く

zoudenは基本的に古語「まし」で訳せばよいが、
翻訳法 (zoudenの訳

10 zoudenノ事 同時代語「べし」で代用できることを説明。ま
し方）

た、 zoudenが推屈の意で用いられる例も付記

日本語の文末に用いられる言葉に、オランダ語 翻訳法（閾訳が難解な

11種々ノ結ヒ詞
に該当するものが無い場合があることを説き、 日本語について、その

「本居氏」
古歌を具体例としてその閾訳例を示す。日本語 蘭訳例と 日本語のロ

の口語訳も併記 語訳例）

項目 6で扱った時制を表すオランダ語の助動詞
翻訳法（時制を表す助

12 六詞秘訳井定格
および存在動詞の訳例で、どの品詞に付いたら

動詞・存在動詞の和
「本居翁ノ言業の玉の

どう和訳すればよいかが分かるような具体的な
訳例）

緒」

訳語を与えている

13詞品図 蘭日両語で品詞の関係を図示
言葉の性質（品詞の関

係図式）

H
a
l
m
a: 
W
o
o
rd
e
n
b
o
ek
 d
er
 N
ed
e
rd
u
i
tsch
e
 

ら
び

に
ハ
ル
マ

制
の
理
解
に
見
な
が
ら
、
こ
れ
と
並
行
し
て

日
本
語
の
性
質
と
理
解
の
勘
所
を
説
明
し
、

そ
の
上
で
吟
味
し
た
訳
例
と
そ
の
和
訳
法
を

提
示
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

(2
)
和
訳
作
成
の
神
髄
と
本
居
宣
長
の
言

語
学

そ
れ
で
は
志
筑
忠
雄
が
提
示
し
た
和
訳
論

の
神
髄
と
は

い
か
な
る
も
の
で
あ

っ
た
の

か
。
こ
こ
で
「
蘭
学
生
前
父
」
の
典
拠
を
探

る
と
、

項
目
5
に

「m
a
r
in
三
板
」
、
「h
邑
m
a

初
板
」
な
ら
び
に

「物
氏
」
、
「
本
居
氏
」
と

明
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
気
付
く
。
前
二
者

の
「
m
臼
in
三
板
」、「
h
邑
m
a
初
板」

と
は
、

蘭
書

マ
ー
リ
ン
『
大
蘭
仏
辞
典
』
第
三
版

(P
i
e
te
r
 M
a
r
i
n
:
 Gr
o
o
t
 N
ed
e
rd
u
i
tsch
 e
n
 

F
ミ
n
s
ch
W
o
o
rd
en
b
o
ek
.
 
3
 
d
r
u
k
,
 1
7
5
2
.)

な

『蘭
仏
辞
典
』
(
Franc,;ois

en
 F
r
a
n
s
c
he
 taalen
.
 17
1
0
.)

で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
h
e
b
e
e
n
を
は
じ
め
と
し
た
三
語
の
動

詞

・
助
動
詞
の
参
照
に
使
用
さ
れ
て

い
る

が
、
そ
の
利
用
法
は
局
所
的
で
、
蘭
書
か
ら

の
影
響
は
む
し
ろ
例
文
の
挙
げ
方
に
見
て
取
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w
o
lk die w
i
t
 g
e
w
o
r
d
e
n
 is
.
 

z
ullen s
p
r
e
k
e
n
 

w
o
lk
 die w
i
t
 is
 

[
マ
マ
]

w
o
lk
 di
e
 w
it
 w
o
r
d
<29) 

[
：
・]
 

g
e
s
p
r
o
k
e
n
 z
ijn 

[

a

l

 

g
e
s
p
r
o
k
e
n
 w
a
a
r
e
n
 

g
e
s
p
r
o
k
e
n
 h
e
b
b
e
n
 

g
e
s
p
r
o
k
e
n
 h
a
d
d
e
n
 

【
項
目
4

[
ママ
]

s
p
r
e
e
k
e
n
 

言
ふ
言
っ
言
き
言
へ
り

言
ん

白
く
な
る
雲

白
く
な
れ
る
雲

白
き
雲

【白
ク
ア
ル
雲
也
】

【為
白
雲
】

白
か
り
し
雲

言
へ
り
き

z
o
u
d
e
n
 s
p
r
e
k
e
n

言
べ
し
／
言
て
ん
(28)

こ
こ
で
は
蘭
語
s
p
r
e
k
e
n

(話
す
）
と
い
う
動
詞
の
現
在
形
を
掲
げ
、
続
い
て

こ
の
動
詞
の
変
化
形
、
す
な
わ
ち
現
在
完
了
形
、
過
去
完
了
形
、

受
動
態
の
現
在

形
と
そ
の
過
去
形
、
さ
ら
に
助
動
詞
z
ull
e
n
を
用

い
た
未
来
形
と
そ
の
過
去
形

（こ
こ
で
は
話
者
の
意
思
を
表
す
）
を
挙
げ
て
い
る
。
項
目
題
か
ら
す
る
と
、
日
本

語
の
動
詞
や
形
容
詞
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
助
動
詞
を
付
け
て
様
々
な
言
い
切
り
の

形

（終
止
形
）
を
説
く
こ
と
が
眼
目
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の

―
つ
の
単
語
を
軸
に
そ
の
ご
く
単
純
な
変
化
形
を
掲
げ
つ
つ
、
日
本
語
の
動
詞
の

活
用
や
各
種
助
動
詞
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
蘭
語
に
対
応
し
た
和
訳
を
示
す
こ
と

を
意
図
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

【
項
目
5

続
ク
詞
】

w
o
lk die w
it 
w
a
s
 

る
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
以
下
を
見
て
み
よ
う
。

切
ル
ヽ
詞
】

w
a
lk
 die w
it
 g
e
w
o
r
d
e
n
 w
a
s
.
 

w
o
lk
 di
e
 w
it 
g
e
w
o
r
d
e
n
 zal
.
 

白
く
な
れ
り
し
雲

白
く
な
ら
ん
雲

白
く
な
る
べ
き
雲
(30
)

w
olk di
e
 w
it 
g
e
w
o
r
d
e
n
 z
o
u. 

単
語
の
変
化
形
を
扱
っ
た
前
項
を
踏
ま
え
て
、
項
目
5
で
は
文
構
造
に
複
雑
さ

を
増
し
た
、
関
係
詞
を
使
用
し
た
例
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
記
は
女
性
名
詞
w
o
lk

（雲）

を
関
係
節
に
お
い
て

w
i
t

(白
い
）
で
修
飾
す
る
文
章
を
基
本
に
、
そ
こ
か

ら
時
制
や
助
動
詞
、
態
を
変
化
さ
せ
た
文
例
と
、
助
動
詞
z
ull
e
n
と
そ
の
過
去
形

を
用
い
た
文
例
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
和
訳
を
あ
て
て
い
る
。
項
目
題
か
ら
す
る

と
、
日
本
語
の
動
詞
や
形
容
詞
、
あ
る
い
は
そ
こ
に
助
動
詞
を
付
け
て
後
ろ
の
語

に
接
続
す
る
形

（連
体
形
な
ど
）
を
説
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
が
、

よ

り
重
要
な
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の

―
つ
の
文
章
の
変
化
形
を
列
挙
し
て

い
る
こ

と
、
加
え
て
、
日
本
語
の
形
容
詞
の
活
用
や
助
動
詞
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
、
原

語
の
意
味
の
微
妙
な
差
異
を
的
確
に
訳
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
項
目
9
に
「
以
上
二
十
七
則
ノ
語
ハ
余
ガ
作
為
二
出
タ
レ
ド
モ
各
本

[
謬
]

ヅ
ク
所
ナ
キ
ニ
非
ズ
。
然
レ
ド
モ
猶
倒
置
等
ノ
誤
モ
ア
ル
ベ
ケ
レ
バ
後
人
ノ
正
シ
タ

[マ
ワ
]
ハ
ン
事
ヲ
希
フ
(31
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
「
蘭
学
生
前
父
」
に
お
け
る
文
例
は
基
本
的

に
志
筑
自
作
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
(32)
。
種
本
が
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
も
の
の
、

同
語
も
し
く
は
同
文
の

一
部
を
変
化
さ
せ
た
文
例
を
列
挙
す
る
方
法
や
発
想
は
、
セ

ウ
ェ
ル

「オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
』
(
W
ill
e
m
S
e
w
e
l
:
 N
e
d
e
r
d
u
y
ts
ch
e
 Sp
ra
a
k
k
on
st.
 
<33)
）
 

な
ど
の
各
種
オ
ラ
ン
ダ
語
文
典
に
由
来
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
(
3
4
)
0

さ
て
、
「
蘭
学
生
前
父
」
の
構
成
や
内
容
を
見
る
限
り
、
「
物
氏
」（
荻
生
祖
株
）、

「本
居
氏
」（
本
居
宣
長
）
の
学
問
が
蘭
書
以
上
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
疑

い
な
い
。
項
目
5
に
お
い
て
、
志
筑
は
祖
棟

『訓
訳
示
蒙
』
（
一

七
三
八
刊
）
を
典

拠
と
し
て

「応
」
字
が
推
し
量
る
意
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
(35)
、
ま
た
、

宣
長
『
古
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今
集
遠
鏡
』
（
一
七
九
七
刊
）
を
典
拠
に
、
同
じ
項
目

5
に
お
い
て
助
動
詞
「
ん

（む
）
」
に
推
量
の
意
が
あ
る
こ
と
、
項
目
11
で
は
「
ら
ん
（
ら
む
）
」
が
疑
い
の
意

を
含
む
こ
と
を
説
い
て
い
る
が
(36
)
、
か
か
る
局
所
的
な
利
用
よ
り
、
む
し
ろ
前
述

し
た
よ
う
に
祖
株

『訳
文
笞
蹄
』
に
お
け
る
外
国
語
（
中
国
語
）
に
対
す
る
翻
訳

論
を

「蘭
学
生
前
父
」
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
理
解
と
和
訳
作
成
に
対
す
る
理
念

と
し
て
い
る
こ
と
に
目
を
向
け
る
べ
き
で
、
さ
ら
に
は
、
翻
訳
に
対
す
る
理
念
的

側
面
を
祖
棟
に
負
う

一
方
、
蘭
文
の
和
訳
法
と
い
っ
た
実
践
的
側
面
に
宜
長
の
言

語
学
を
利
用
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
も
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

【
項
目
12

六
詞
秘
訳
井
定
格
】

穴

詳

二
本
]

「言
へ
る
」
「
降
れ
る
」
「
隕
た
る
」
「
上
た
る
」
ナ
ド
ノ
言
ヒ
ザ
マ
ハ
本
居
翁

[
学
]

ノ
言
葉
の
玉
の
緒
ニ

モ
見
エ
テ
難
事
ニ
ハ
ア
ラ
ネ
ド
モ
、

一
向
二
国
字
二
無

案
内
ナ
ラ
ン
人
ハ
、
唯
「
言
た
る
」
「
降
た
る
」
ナ
ド
、
皆
「
た
る
」
ヲ
付
テ

[
ヒ
ン

]

心
得
ベ
シ
。
訳
二
用
フ
ル
モ
ヨ
シ
。
「
た
り
」
ハ
即
チ
「
て
あ
り
」
ナ
リ
o

(
37
)
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33
の
化

m
詞

変
分
た

辺
在
じ応こ

文
現
語
る

i

ダ

け

格

ン
お
の

ラ
に
詞
渇
名
し

蔵
と
て

ォf
 
ル
架
複
し

ェ
、
単
挙

ウ
版

。
列

セ
年
項
を

そ
の
利
用
を
示
す
発
言
は
、
項
目

12
の

『詞
の
玉
緒
』
（
一
七
八
五
刊
）
か
ら
動

詞
四
語
の
用
例
を
援
い
た
箇
所
に
現
れ
、
傍
線
部
か
ら
志
筑
が
「
国
字
（
国
学
）
」

に
通
じ
た
上
で
和
訳
に
臨
ん
で
い
る
自
負
と
姿
勢
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
、
「
蘭
学
生
前
父
」
の
構
成
に
目
を
移
す
と
、
和
訳
に
あ
た
る
基
礎
的
知
識

と
し
て
、
前
半
部
の
項
目
4
に
「
切
ル
、
詞
」
（
動
詞
、
助
動
詞
、
形
容
詞
の
終
止

形
）
、
そ
れ
に
続
い
て
項
目
5
に
「
続
ク
詞
」
（
動
詞
、
助
動
詞
、
形
容
詞
の
連
体

形
な
ど
）
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

『詞
の
玉
緒
』
に
お
け
る
「
す
べ
て
の
詞

づ
か
ひ
に
。
切
る
、
と
こ
ろ
と
つ
ゞ
く
所
と
の
け
ぢ
め
あ
る
こ
と
を
。
ま
づ
わ
き

ま
へ
お
く
べ
し
(38
)
」
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
無
論
、
そ
れ
を

日
本
語
だ
け
で
な
く
オ
ラ
ン
ダ
語
に
も
適
用
し
、
蘭
日
対
照
形
で
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
志
筑
の
応
用
で
あ
る
。

【
項
目
5

続
ク
詞
】

,..., 
:
 wo
o
r
d
e
n
 di
e
 m
e
n
 g
e
s
p
r
o
k
e
n
 h
a
d
 

【曽
百
之
語
／
言
夕
語
】

2
:
w
o
o
r
d
e
n
 di
e
 m
e
n
 g
e
s
p
r
o
k
e
n
 heeft 

言
つ
る
語

【既
言
ノ
語
／
言
夕
語
】

[
マ
マ
]

3
;
w
o
o
r
d
e
n
 die 
g
e
s
p
r
o
k
e
n
 w
a
a
r
e
n
 

言
へ
り
し
語

【曽
言
在
之
語
／
言
テ
ア
リ
シ
語
】

4
:
 wo
o
r
d
e
n
 die g
e
s
p
r
o
k
e
n
 zijn 

言
へ
る
語

【言
在
之
語
／
言
テ
ア
ル
語
】

5
;
w
o
o
r
d
e
n
 di
e
 m
e
n
 
spr~~k

en 

zo
u
 

[
ラ
]

い
ふ
べ
き
語

【応
言
ノ
語
／
言
テ
ア
ロ
フ
語
】

「言
て
ん
語
」
ト
モ
訳
ス
ベ
シ
。
「
い
ひ
て
ん
」
「
あ
り
な
ん
」
ナ
ド
末
ヲ

推
シ
ハ
カ
ル
意
卜
本
居
氏
イ
ヘ
リ
。
又
「
応
」
ノ
字
モ
推
ハ
カ
ル
意
卜

言
し
語
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[：・] […] 

が
脱
落
し
、

[
ワ
]

【当
言
之
語
／
イ
ハ
デ
カ
ナ
ハ
ヌ
語
】

物
氏
イ
ヘ
リ
。

[2 

〔俗
〕
「
言
デ
ア
ラ
フ
語
」
ト
モ
「
言
ヒ
ソ
ー
ナ
語
」
ト
モ
イ
フ
。

6
;
w
o
o
r
d
e
n
 die m
e
n
 s
p
r
e
e
k
e
n
 m
o
e
t
 

正
二
い
ふ
べ
き
語

7
:
w
o
o
r
d
e
n
 die m
e
n
 s
p
r
e
e
k
e
n
 zal 

[
フ
]

言
ん
語

【将
言
之
語
／
言
ウ
語
】

8
;
w
o
o
r
d
e
n
 di
e
 g
e
s
p
r6
g
k
e
n
 w
a
rd
e
n
 

言
る
、
語

【被
言
之
語
／
又
所
言
之
語
】

関
係
節
の
中
で

[
マ
マ
]

,
;
w
o
o
rd
e
n
 di
e
 g
e
s
p
r
6
o
k
e
n
 k
o
n
n
e
n
 w
o
r
d
e
n
 

言
っ
べ
き
語

【可
言
之
語
／
俗
ニ
ハ

言
ル
、
語
卜
云
(39
)
】

項
目
5
に
お
け
る
別
の
例
文
で
も
、
志
筑
は
オ
ラ
ン
ダ
語
の
時
制
や
助
動
詞
を

用
い
た
際
の
意
味
変
化
に
応
じ
て
、
日
本
語
の
助
動
詞
を
巧
み
に
使
い
分
け
て
和

訳
を
行
っ
て
い
る
。
叉
角
的
五
分
法
で
時
制
を
理
解
し
て
い
た
志
筑
は
、
関
係
節

が
過
去
完
了
形
（
大
過
去
）
で
あ
る
第
1
文
は
「
言
し
語
」
と
、
過
去
の
助
動
詞

「
き
」
を
用
い
た
和
訳
を
提
示
し
、

一
方
、
関
係
節
が
現
在
完
了
形

（完
成
過
去
）

で
あ
る
第
2
文
に
つ
い
て
は
「
言
つ
る
語
」
と
し
、
こ
こ
に
は
完
了
の
助
動
詞

「
つ
」
を
適
用
す
る
。
加
え
て
、
割
注
で
第
1
文
は
「
曽
言
之
語
」
、
第
2
文
は
「
既

言
ノ
語
」
と
い
う
差
異
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
さ
ら
に
俗
語
と
し
て
は
と
も
に

「言
夕
語
」
と
な
る
こ
と
も
付
記
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
志
筑
の
オ
ラ
ン
ダ
語
理
解

の
確
か
さ
と
と
も
に
、
そ
の
理
解
を
正
確
に
表
現
す
る
た
め
の
日
本
語
の
助
動
詞

を
精
選
し
て
い
る
様
子
が
見
て
取
れ
る
。

第

3
文
お
よ
び
第

4
文
で
は

m
e
n

(
人
）

w
o
o
r
d
e
n
 (言
葉

〈複
数
形
〉）

が
主
語
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
と
し
て
は

両
文
と
も
に

（助
動
詞
w
o
r
d
e
n
が
脱
落
し
た
形
の
）
受
動
態
で
あ
る
が
、
志
筑

は
誤

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
を
過
去
完
了
形
、
現
在
完
了
形
と
解
し
、
前
者
の
訳
文
に
は

完
了
の
助
動
詞
「
り
」
と
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
を
用
い
、
現
在
完
了
と
見
て
い

る
第
4
文
で
は
完
了
の
助
動
詞
「
り
」
の
み
を
使
用
し
、
時
制
の
差
異
を
的
確
に

表
現
し
て
い
る
。

第
5
文
か
ら
第
7
文
に
か
け
て
は
、
助
動
詞
z
o
u
d
e
n
、
m
o
e
t
、
zullen
を
用

い
た
蘭
文
と
訳
例
を
掲
げ
て
い
る
が
、
特
に
未
来
形
を
作
る
助
動
詞
で
、
推
量
の

意
も
含
む

z
u
ll
e
n
を
用
い
た
第
7
文
の
和
訳
に
、
意
思
あ
る
い
は
推
量
の
助
動
詞

「
ん

（む
）
」
を
適
用
し
て
い
る
手
腕
に
は
括
目
す
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、
第
8

文
は
受
動
態
の
現
在
形
で
、
こ
れ
に
対
応
し
て
受
け
身
の
助
動
詞
「
る
」
を
用
い

た
和
訳
を
示
し
、
第
9
文
で
は
第
8
文
に
可
能
の
助
動
詞
k
u
n
n
e
n
を
加
え
た
例

文
と
和
訳
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
か
か
る
方
法
を
、
副
文
を
有
し
た
文
に
ま
で
発

展
さ
せ
た
の
が
項
目
9
で
あ
る
。

【
項
目

9

種
々
ノ
詞
遣
ヒ
】

〔
マ
マ
]

W
a
n
n
e
e
r
 hij 
te huis is
,
 durft
'er n
i
e
m
a
n
d
 s
p
r
e
e
k
e
n

彼
人
家
に
あ

る
時
は
、
彼
所
二
在
て
敢
て
言
ふ
人
な
し
是
ハ
現
世
ナ
リ
。

W
 a
n
n
e
e
r
 hij 
te h
u
is 
w
a
s
`
d
u
rft
'er n
i
e
m
a
n
d
 s
p
r
e
e
k
e
n

彼
人
家
二

在
る
時
ハ
、
彼
所
二
在
て
敢
て
言
ふ
人
な
か
り
き

此
ハ
過
去
ナ
リ
。
事
述
二
用
ル
時
ハ
前
ナ
ル
現
世
語
卜
同
訳
ナ
リ
。
結
ヒ
詞

[ill
フ
ペ
キ
]

ヲ
云
ベ
キ
時
ハ
「
言
ふ
人
な
か
り
け
れ
」
ト
モ
訳
ス
ベ
シ
。

本
項
目
で
は
、
ま
ず
従
属
節
を
備
え
た
例
文
を
掲
げ
、
次
に
同
文
の
時
制
を
変

化
さ
せ
た
文
章
を
示
す
。
そ
う
し
て
基
本
的
な
文
構
造
を
保
持
し
な
が
ら
、
時
制

の
他
、
助
動
詞
や
接
続
詞
な
ど
同
文
の

一
部
を
変
化
さ
せ
て
作
成
し
た
計
二
六
の
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例
文
を
示
し
、
そ
の
和
訳
と
文
法
的
な
説
明
を
挙
げ
て
い
く
。

と
り
わ
け
上
記
の
蘭
文
と
和
訳
の
時
制
を
め
ぐ
る
対
応
に
注
目
す
べ
き
で
あ

る
。
上
記
第

一
文
の
従
属
節
は

「w
a
n
n
e
e
r
hij 
te 
h
u
i
s
町
」
と
存
在
動
詞
が
現

在
形
で
、
第
二
文
の
同
箇
所
は
「
w
a
n
n
e
e
r
hij 
te h
u
i
s
 -
;
_
;
釦
」
と
過
去
形
で
記

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
当
該
箇
所
の
和
訳
は
両
文
同
じ
「
彼
人
家
に
あ
る
時

は
」
と
現
在
形
で
処
理
す
る
。

一
方
、
第

一
文
、
第
二
文
と
も
に
同
形
（
現
在
形
）

[
マ
マ
]

で
あ
る
主
節
「
durft
'e
r
n
i
e
m
a
n
d
 s
p
r
e
e
k
e
n
」
の
和
訳
に
従
属
節
の
時
制
を
反

映
し
、
「
彼
所
二
在
て
敢
て
言
ふ
人

ti」
、
「
彼
所
二
在
て
敢
て
言
ふ
人
な
か
り

剣
」
と
、
文
末
に
時
制
の
変
化
を
つ
け
た
訳
例
を
提
示
す
る
。
か
か
る
訳
文
を
作

成
し
う
る
と
こ
ろ
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
み
な
ら
ず
、
日
本
語
の
性
質
・
構
造
に
も

通
暁
し
て
い
た
志
筑
の
力
量
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
二
文
に
お
い
て
、
係
り
結
び
が
用
い
ら
れ
た
際
に
巳
然
形
に
活
用
す

る
よ
う
説
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
日
本
語
文
の
結
び
に
こ
だ
わ
る
志
筑
の
態
度
が

示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
項
目
5
で
も
項
目
9
で
も
、
和
訳
例
と
文
法
的
な
説
明

に
と
ど
ま
ら
ず
、
随
所
に
古
語
に
対
す
る
代
用
語
や
、
俗
な
表
現
に
ま
で
言
及
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
も
注
目
す
べ
き
で
、
か
か
る
姿
勢
は
、
雅
語
（
古
語
）
を
自
ら

の
も
の
と
す
る
た
め
に
俗
語
に
訳
す
こ
と
を
提
唱
し
た
前
述

『古
今
集
遠
鏡
』
の

仕
事
に
倣

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宣
長
に
よ
れ
ば
、
同
時
代
か
ら

（縦
軸
に
）

距
離
が
遠
く
離
れ
た
古
代
の
雅
語
を
俗
語
に
す
る
こ
と
で
、
物
の
味
を
舌
で
識
る

よ
う
に
消
化
し
、
血
肉
化
す
る
こ
と
で
追
体
験
を
可
能
に
す
る
と
い
う
（伯
）。
志
筑

は
こ
の
考
え
を
応
用
し
て
、
（
横
軸
に
）
距
離
が
遠
く
離
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
に
、
可

能
な
限
り
俗
語
訳
ま
で
与
え
た
も
の
と
目
さ
れ
る
。

【
項
目
1
0
N
o
u
d
e
n
ノ
事
】

総
テ
仮
令
ノ
時
ハ

z
o
u
d
e
n
ヲ
「
ま
し
」
卜
訳
ス
。
但
シ
「
ま
し
」
卜
云
語

ハ
耳
遠
シ
テ
如
何
思
時
ハ
仮
二
「
べ
し
」
二
代
フ

飛
鳥
川
し
が
ら
ミ
渡
し
せ
か
ま
せ
ば
流
る
、
水
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

世
の
中
に
た
へ
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
こ
、
ろ
は
の
ど
け
か
ら
ま
し

逢
見
ず
は
恋
し
き
こ
と
も
な
か
ら
ま
し
音
に
ぞ
人
を
き
く
べ
か
り
け
る

下
ノ
旬
ノ
「
べ
か
り
け
る
」
の
「
べ
し
」
モ
「
ま
し
」
ノ
意
二
類
セ
リ
。
「音

[
卜
云
卜
阿

]

[

ノ
]

に
も
人
を
き
か
ま
し
」
卜
同
意
也
。
然
バ
「
ま
し
」
と
「
べ
し
」
ト
ハ
近
き

詞
ナ
リ
ト
知
ラ
ル
。

[知
リ
ヌ
]

仮
令
卜
推
ハ
カ
ル
ト
ノ
弁
ハ
、
右
ノ
歌
の
意
ヲ
以
テ
左
二
示
ス
ニ
テ
知
ス
ベ
シ
。

飛
鳥
川
ニ
シ
ガ
ラ
ミ
渡
テ
セ
イ
テ
見
タ
ラ
バ
サ
ゾ
流
ル
、
水
ガ

ノ

ド

カ

長
閑
(41
)

デ
ヨ
カ
ラ
フ
ニ
、
セ
カ
ズ
ニ
ア
ル
カ
ラ

一
向
ニ
ノ
ド
カ
ナ

事
ハ
ナ
イ
。

右
俣
令
ナ
リ
。
即
本
歌
ノ
意
。

飛
鳥
川
ニ
シ
ガ
ラ
ミ
渡
テ
セ
ク
ハ
ヅ
カ
、
セ
カ
ヌ
ハ
ヅ
カ
未
タ
シ
レ
ネ

[ウ
]

ド
モ
、
セ
ク
ナ
ラ
バ
水
ガ
ノ
ド
カ
ニ
流
ル
、
デ
ア
ラ
フ
。

右
ハ
推
ハ
カ
ル
意
(
4
2
)
0

こ
こ
で
志
筑
は
、
仮
定
法
を
作
る
助
動
詞
で
、
場
合
に
よ

っ
て
推
量
の
意
味
を

示
す
z
o
u
d
e
n
に
ふ
さ
わ
し
い
訳
語
に
願
望
の
助
動
詞
「
ま
し
」
を
選
び
、
「
万
葉

集
」
か
ら
一
首
、
「
古
今
集
」
か
ら
二
首
選
出
し
て
用
例
を
提
示
す
る
。
た
だ
し
、

「
ま
し
」
が
同
時
代
に
使
用
し
な
い
言
葉
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
助
動
詞
「
べ
し
」
で

代
用
で
き
る
こ
と
も
併
記
し
、
さ
ら
に
、
「
ま
し
」
の
意
が
推
量
で
用
い
ら
れ
る
例

に
つ
い
て
も
論
を
進
め
る
。
な
お
、
古
歌
に
用
例
を
求
め
、
文
法
的
に
説
明
す
る

方
法
は
、

言
う
ま
で
も
無
く
国
学
の
そ
れ
で
あ
る
。

和
訳
を
追
求
す
る
中
で
、
か
よ
う
に
日
本
語
文
の
結
び
に
こ
だ
わ
っ
た
志
筑
の

姿
勢
は
、
項
目
11
に
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
る
。
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＿項
目
11

種
々
ノ
結
ヒ
詞
】

「
け
り
」
「
め
り
」
ハ
意
ノ
決
ス
ル
詞
ナ
リ
。
其
内
「
け
り
」
ハ
過
去
、
「
め
り
」

ハ
現
世
。
蘭
ニ
ハ
様
々
ノ
点
ヲ
以
テ
句
ヲ
絶
ツ
故
二
、
「
け
り
」
「
め
り
」
二
当

ル
ベ
キ
詞
ナ
シ
。
唯
末
二
畢
点
ア
ル
所
二
自
ラ
是
等
ノ
意
ヲ
含
メ
ル
所
多
写
ン
]

シ
。
文
勢
ニ
ョ
リ
テ
知
ベ
シ
。
詳
二
説
ク
事
能
ワ
ズ
。
仮
ニ

―二
例
ヲ
示
シ
。

[

i

]

＿
 

h
e
t
 rievier w
a
t
e
r
 v
loeijt z
o
 verwardelijk・ 

[…] 河
水
流
れ
て
流
る
め
り

「
か
な
」

0
,
 wa
t
 is 
h
e
t
 h
a
a
s
t
i
g
e
饂
v
all
e
n
d
e
r
 b
lo
e
m
e
n
 ! 

し
つ
心
な
く
花
の
ち
る
哉

ハ
現
世
詞
ナ
リ
。

d
e
 le
n
t
e
 is 
al 
g
e
k
o
m
e
n
.
 

右
ノ
「
け
り
」
「
め
り
」
ノ
外
ナ
ル
詞
ハ
定
格
ア
ル
モ
ノ
多
シ

h
o
e
 z
o
 h
a
a
s
t
e
lijk 
vallen d
e
 b
l
o
e
m
e
n
 af ! 

し
づ
こ
、
ろ
な
く
花
の
ち
る
ら
ん

疑
ノ
詞
卜
末
ナ
ル
嘆
息
ノ
点
ト
ニ
ヨ
リ
テ
「
ら
ん
」
ノ
意
ヲ
知
ル
。
但
シ
現

世
ノ
詞
ナ
リ
。
「
ら
ん
」
ハ
「
つ
ら
ん
」
「
ぬ
ら
ん
」
何
レ
モ
同
意
ナ
リ
。
瞥

[
ヲ
]

バ
歌
二
「
い
ふ
ら
ん
」
卜
云
テ
ハ

一
字
足
ラ
ヌ
時
ハ
「
い
ひ
つ
ら
ん
」
卜
云

[
-
H
ヲ
]

事
ヲ
得
。
本
居
氏
曰
、
此
「
ら
ん
」
ハ
然
ル
ヲ
疑
ニ
ア
ラ
ズ
、
然
ル
所
以
ヲ

疑
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。

m
is
s
c
h
i
e
n
 is 
d
e
 z
o
m
e
r
 al 
g
e
k
o
m
e
n
.
 

[
ら
し
]

夏
来
る
ら
じ
「
ら
し
」
モ
現
世
ノ
詞
ナ
リ
。

[
御
歌
]

持
統
天
皇
ノ
歌
モ
、
万
葉
ニ
ア
ル
本
歌
ハ
「
夏
来
た
る
ら
し
」
と
ア
リ
。
俗

[
ニ
ハ

]

[

ソ

ー
ナ
]

二
「
夏
力
来
タ
ソ
ウ
ナ
」
卜
云
フ7
]

[

詞
]

「
ら
し
」
卜
常
ノ
「
ら
ん
」
ト
ヲ
分
別
ス
ベ
キ
蘭
詞
未
ダ
思
ヒ
得
ズ
。

お
わ
り
に

此
ハ
嘆
息
ノ
詞
卜
疑
ノ
詞
卜
末
ノ
嘆
息
ノ
点
ト
ニ
由
テ
知
ル
。

他
と
比
べ
て
項
目
11
が
と
り
わ
け
異
質
な
の
は
、
日
本
語
文
の
結
び
の
言
葉
で

オ
ラ
ン
ダ
語
に
該
当
す
る
も
の
が
無
い
場
合
の
和
訳
法
を
説
明
し
て
い
る
こ
と

で
、
そ
の
た
め
、
蘭
文
を
掲
げ
て
そ
れ
に
対
し
て
和
訳
を
作
成
す
る
の
で
は
な
く
、

反
対
に
、
人
口
に
謄
灸
さ
れ
た
古
歌
を
先
に
用
意
し
、
そ
の
助
動
詞
に
説
明
を
加

え
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
応
し
た
蘭
文
を
提
示
す
る
方
法
を
採
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
こ
で
扱
わ
れ
た
結
び
の
言
葉
は
、
過
去
や
詠
嘆
の
助
動
詞
「
け
り
」
、
推
定
の

「
め
り
」
、
推
量
の
「
ら
む
」
、
推
定
の
「
ら
し
」
、
過
去
推
量
の
助
動
詞
「
け
ら
し
」
、

動
作
の
並
行
を
表
す
接
続
助
詞
「
つ
つ
」
、
詠
嘆
の
終
助
詞
「
か
な
」
、
さ
ら
に
は
中

古
の
言
葉
で
あ
る
願
望
の
終
助
詞

「が
に
」
に
及
び
、
そ
の
蘭
訳
例
が
示
さ
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
時
制
や
意
味
す
る

と
こ
ろ
を
正
確
に
反
映
し
つ
つ
、
同
時
代
に
お
い
て
自
然
な
日
本
語
表
現
で
も
あ

る
和
訳
を
追
い
求
め
た
志
筑
は
、
そ
の
神
髄
を
日
本
語
文
の
結
び
に
見
出
し
た
の

で
あ
る
。

志
筑
忠
雄
は
晩
年
、

二
十
年
に
及
ぶ
天
文
物
理
学
書

「
暦
象
新
書
」
訳
業
や
、

「
鎖
国
論
」
を
は
じ
め
と
し
た
海
外
事
情
・
地
理
志
の
翻
訳
経
験
を
も
と
に
、
オ
ラ

ン
ダ
語
の
和
訳
論
で
あ
る
「
蘭
学
生
前
父
」
を
著
し
た
。
本
書
に
お
い
て
志
筑
忠

雄
は
、
外
国
語
の
「
本
来
の
面
目
を
識
」
る
こ
と
を
説
く
祖
株

「訳
文
笞
蹄
』
の

翻
訳
論
を
自
身
の
和
訳
論
の
理
念
に
据
え
た
上
で
、
蘭
書
に
基
づ
き
な
が
ら
オ
ラ

ン
ダ
語
例
文
を
自
作
し
て
、
動
詞
の
自
他
、
助
動
詞
、
時
制
を
中
心
に
蘭
語
理
解

の
要
諦
を
提
示
し
、
さ
ら
に
、

宣
長
の
言
語
学
を
援
用
し
て
日
本
語
の
活
用
形
を
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オ
ラ
ン
ダ
語
文
を
日
本
語
文
に
置
き
換
え
る
蘭
文
和
訳
と
い
う
営
為
は
、
オ
ラ

ン
ダ
語
に
精
通
す
る
と
と
も
に
、
日
本
語
の
「
本
来
の
面
目
を
識
」

っ
て
は
じ
め

て
達
成
し
う
る
仕
事
で
あ
っ
た
が
、
見
事
に
こ
れ
を
成
し
遂
げ
た
志
筑
の
訳
文

は
、
そ
れ
ま
で
の
漢
文
ま
が
い
の
訓
読
と
は

一
線
を
画
し
た
、
は
じ
め
て
日
本
語

と
呼
び
う
る
文
章
と
な

っ
て
示
さ
れ
、
こ
こ
に
蘭
文
和
訳
と
そ
の
方
法
を
説
い
た

蘭
文
和
訳
論
が
誕
生
し
た
。

「蘭
学
生
前
父
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
同
時
代
に
お
い
て
革
命
的
で

あ
っ
た
志
筑
蘭
語
学
は
、
志
筑
の
門
人
や
又
弟
子
を
起
点
に
写
本
で
伝

わ
る
。
江
戸
に
お
い
て
は
馬
場
佐
十
郎
や
大
槻
玄
幹
、
東
海
で
は
大
垣

藩
の
江
馬
家
や
尾
張
藩
の
吉
雄
俊
蔵
、
そ
し
て
地
元
長
崎
に
お
い
て
は

末
次
忠
助
ら
に
よ
っ
て
読
み
継
が
れ
て
い
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
き
た
資
料
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
京
都

二
条
堺
町
の
書
林
吉
田
治
兵
衛
の
両
面
摺
板
行
目
録

『和
蘭
翻
訳
書
目

録
』
(
-
八
四

一
年
冬
刊
）
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
裏
面
に
は
、
志
筑
忠

雄
の
著
作
と
し
て
三
段
目
の
天
学
書
欄
に
「
暦
象
新
書」

が
、
最
下
段

の
語
法
書
欄
に

二
蘭
学
]
生
前
父
」
お
よ
び
「
四
法
諸
時
対
訳
」
の
名

が
見
え
、
い
ず
れ
も
未
刻
の
印
▲
が
付
さ
れ
て
い
る
。
刊
記
に
は
「
右

目
録
の
書
籍
悉
く
私
方
二
御
座
候
。
尤
写
本
の
内
、
著
訳
家
の
秘
と
し

て
他
へ
出
さ
、
る
書
ハ
除
之
。
其
他
ハ
悉
写
本
出
来
申
候
。
入
念
誤
字

な
き
様
可
仕
候
。
御
用
被
為
仰
付
被
下
度
奉
希
上
候
」
と
書
籍
販
売
が

説
き
つ
つ
、
と
り
わ
け
助
動
詞
や
終
助
詞
な
ど
文
の
結
び
の
選
定
を
眼
目
と
し
な

が
ら
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
時
制
や
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
表
現
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し

い
、
加
え
て
同
時
代
に
お
い
て
自
然
な
表
現
で
も
あ
る
和
語
を
、
時
に
は
俗
語
ま

で
入
念
に
吟
味
し
た
。

広
告
さ
れ
る
と
と
も
に
、

「
▲
印
あ
る
ハ

未
刻
の
分
な
り
。
新
訳
書
又
ハ
漏
た
る
も

の
ハ
追
々
加
刻
仕
候
」
と
記
さ
れ
、
没
後

三
五
年
を
経
過
し
た
天
保

―二
年
冬
時
点

に
お
い
て
も
、
依
然
志
筑
の
オ
ラ
ン
ダ
語

文
法
学
書
が
京
都
の
書
罪
に
有
用
と
認
識

さ
れ
、
そ
の
上
梓
が
構
想
さ
れ
て
い
た
事

実
が
分
か
る
。

志
筑
蘭
語
学
の
革
新
性
と
後
世
へ
の
伝

板

熊
習｝
 
面

面

両

裏

る

刊
ょ
冬
に

年

衛
418
 

，
 （
 

兵台
H
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自

釦
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吉
目
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り

合
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青
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研
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委
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の
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図
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図9-3 部分拡大図。
「暦象新書」は「天学書」と
位置づけられていた
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播
に
つ
い
て
は
、
お
よ
そ
以
上
の
様
相
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
阿
蘭
陀
稽
古
通

詞
を
辞
職
し
た
後
は
野
に
あ
り
、
四
十
作
を
越
え
る
著
述
は
全
て
板
行
に
至
ら

ず
、
加
え
て
後
生
に
も
参
照
さ
れ
や
す
い
医
書
や
軍
書
の
訳
出
を
行
わ
な
か
っ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
門
人
や
又
弟
子
の
死
没
後
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
い
つ
し

か
志
筑
の
名
と
そ
の
数
々
の
画
期
的
な
仕
事
は
忘
却
さ
れ
、
狩
野
亨
吉
が
再
発
見

す
る

H
ま
で
歴
史
の
中
に
埋
没
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(l
)

志
筑
忠
雄
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
文
法
学
書
の
中
で
「
蘭
学
生
前
父
」
を

最
高
の
仕
事
と
評
価
す
る
ヘ

ン
ク

・
デ
・
フ

ロ
ー
ト
は
、
同
書
の
成
立
年
次
を

一
八
〇

四
年
と
し
た
上
で
、
こ
れ
を
分
岐
点
と
し
て
、
「
柳
圃
中
野
先
生
文
法
」
（
「
和
蘭
詞
品

考
」
）
、
「
助
詞
考
」
、
「
曲
学
生
前
父
」
の
三
作
を
前
期
著
作
と
し
、
そ
れ
以
外
を
後
期
著

作
と
し
て
い
る
。
「柳
圃
蘭
語
学
の
影
聾
」
（
『蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
志
筑
忠
雄
の

世
界
j

、
長
崎
文
献
社
、

二
0
0
七
年
）。

し
か
し
な
が
ら
、
「
蘭
学
生
前
父
」
が

一
八
〇

四
年
に
執
築
さ
れ
た
と
す
る
根
拠
は
無
く
、
ま
た
、
「
和
蘭
詞
品
考
」
に
お
い
て
使
用
さ

れ
た
文
法
用
語
が
「
三
種
諸
格
」
や
「
闇
学
生
前
父
」
と
異
な
る
点
か
ら
も
、
志
筑
蘭

語
学
に
対
す
る
整
理
と
見
通
し
に
問
題
が
あ
る
（
本
稿
表
l
参
照
）。

(2
)

岐
阜
歴
本
は
内
題
「
蘭
学
生
前
父
」
、
外
題
「
生
前
父
」
（
打
付
）
。
神
田
佐
野
本
は
内

題
「
蘭
学
生
前
父
」
、
見
返
し
題
「
蘭
学
生
前
父
」
（
打
付
）
。
無
窮
会
本
に
つ
い
て
は
、

目
下
図
書
館
修
築
中
に
つ
き
資
料
閲
覧
が
で
き
な
い
た
め
未
見
。
書
誌
学
的
に
は
一
般

に
外
題
や
見
返
し
題
よ
り
内
題
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
書
名
を
「
蘭
学
生

前
父
」
で
統

一
す
る
。
な
お
、
資
料
名
を
示
す
際
、
写
本
に
は
鍵
括
弧
、
版
本
を
は
じ

め
と
し
た
刊
行
本
に
は
二
重
括
弧
を
用
い
た
。
ま
た
、
旧
字

・
異
体
字
は
現
在
通
用
す

る
字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。
以
下
、
全
て
の
引
用
文
で
同
。

(
3
)

「
蘭
学
生
前
父
」
を
主
題
と
し
た
先
行
研
究
は
、
杉
本
つ
と
む
に
よ
る
「
中
野
柳
圃

『蘭
学
生
前
父
」
の
考
察
」
（
「近
代
語
研
究
」
二
、
武
蔵
野
書
院
、

一
九
六
八
年
[
の
ち

『蘭
学
と
日
本
語
」
、
八
坂
書
房
、

二
0
一
三
年
に
再
掲
]
)、

な
ら
び
に
「
柳
圃
学
と

「蘭

注

学
生
前
父
」
」（
「江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
ー
長
崎
通
詞
に
よ
る
蘭
語
の

学
習
と
そ
の
研
究
」
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
七
六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
前
者
は

無
窮
会
本
と
早
大
本
に
基
づ
い
て
、
使
用
さ
れ
て
い
る
文
法
用
語
や
国
学
と
の
関
係
に

着
目
し
つ
つ
、
内
容
を
概
観
的
に
紹
介
す
る
。
後
者
は
現
神
田
佐
野
本
（
若
林
正
治
[
古

書
排
若
林
春
和
堂
]
旧
蔵
本
）
に
ま
で
目
配
り
し
て
い
る
も
の
の
、
内
容
的
に
は
先
の

論
文
の
域
を
出
な
い
。
寺
田
智
美
翻
刻
・
解
題
、
杉
本
つ
と
む
校
閲

「
翻
刻
解
題

「蘭

学
生
前
父
」
」（
「早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
』
第
四
四
号
、
一
九
九
七
年
）
は
、
早
大
本

の
翻
刻
を
行
い
、
簡
潔
な
解
題
を
付
し
た
。
松
田
消
「
志
筑
忠
雄
に
お
け
る
西
洋
文
法

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
受
容
」
（
「蘭
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ー
志
筑
忠
雄
の
世
界
j

、
長
崎
文
献

社、

二
0
0
七
年
）
は
、
「
蘭
学
生
前
父
」
に
お
け
る
品
詞
理
解
に
、
漢
語
の
特
質
を
応

用
し
よ
う
と
す
る
志
筑
忠
雄
の
意
思
を
見
る
。

(4
)

底
本
は

「初
期
日
本
閾
仏
独
露
語
文
献
集
」（

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
雄
松
堂
、

一
九

八
五
年
）
を
使
用
。

(
5
)

岡
村
千
曳
旧
蔵
本
。
な
お
、
当
該
写
本
は
、
大
垣
藩
の
蘭
学
者
で
後
に
津
山
藩
宇
田

川
家
の
養
子
と
な
り
、
同
藩
医
と
な
っ
た
宇
田
川
棺
庵
蔵
本
に
遡
る
。

(
6
)

「
0
同
く
過
去
な
る
に

g
e
l
e
e
r
d
h
e
b
b
e
n
は
学
ひ
つ
と
訳
し
、

g
e
w
e
e
s
t
z
ijn
を
は

あ
り
ぬ
と
も
あ
り
つ
と
も
訳
せ
す
し
て
学
た
り
き
な
と
あ
り
き
と
訳
す
る
事
ハ
、
あ
り

と
い
ふ
詞
は
他
の
動
詞
と
異
な
る
か
故
也
。
但
和
書
に
希
に
は
有
い
な
と
も
い
へ
と
も

是
も
ま
た
あ
り
き
の
意
な
り
。
現
在
の
語
に
は
学
ひ
つ
学
ひ
き
の
別
あ
れ
と
も
、
事
跡

Hゞ
マ

]

に
は
学
ひ
つ
と
あ
り
き
と
の
ミ
あ
り
。
le
e
r
e
n
と
g
e
le
e
r
d
w
o
r
d
e
n
と
二
種
の
諸
格
は

s
p
r
a
a
k
k
o
n
st
に
は
具
に
見
た
れ
と
も
、
今
は

le
e
r
e
n
の
方
の
ミ
逐
一
出
し
て

le
e
r
d
w
o
r
d
e
n
の
方
ハ
略
せ
り
。
推
て
知
る
へ
き
か
故
な
り
。
然
れ
と
も
又
本
書
に
出

せ
る
語
の
ミ
に
て
ハ
、
和
語
の
対
訳
に
於
て
猶
紛
は
し
く
詳
な
り
ぬ
事
あ
る
か
故
に
、

今
仮
に
私
に
g
e
le
e
r
d
m
a
n
 z
ijn
以
下
の
四
種
を
出
し
つ
。
文
化
一
一年
二
月
。
柳
圃
書」。

な
お
、
「
le
e
r
e
n
」
の
不
定
形
は
、
現
今
で
は

le
e
r
e
n
と
綴
る
。
以
下
、
綴
り
誤
り
や
現

在
と
綴
り
が
異
な
っ
て
い
る
際
に
は
[
マ
マ
]
と
記
し
た
が
ヽ
同
段
落
内
の
記
述
や
引

用
文
中
に
何
度
も
同
じ
綴
り
が
登
場
す
る
場
合
は
初
出
の
み
示
し
た
。

(7
)

「
不
限
時
」
の
和
訳
を
示
し
た
個
所
に
「
ま
し
と
訳
す
る
法
の
事
ハ
、
詳
二
予
か
生
前

父
に
見
た
り
」
（
五
丁
表
＼
裏
）
と
あ
り
、
ま
た
、
接
続
法
の
和
訳
の
在
り
方
を
説
い
た
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個
所
で
も
「
予
か
生
前
父
に
詳
に
言
る
か
如
し
」
（
八
丁
表
＼
裏
）
と
見
え
る
。

(8
)

日
本
学
士
院
蔵
本
よ
り
。
た
だ
し
、
奥
書
は
「
享
和
四
甲
子
歳
春
正
月
崎
陽
中

野
忠
雄
稿
／
甲
子
孟
飯
人
日
」
と
あ
り
、
ま
だ
署
名
が
不
安
定
な
時
期
で
あ
る
。
「
孟
諏
」

と
は
陰
暦
正
月
の
異
称
で
、
「
人
日
」
と
は
節
句
の

一
っ
で
、
一
月
七
日
。

(9
)

益
満
ま
を
「
草
創
期
の
京
都
蘭
学
ー

《辻
蘭
室
文
書
》
の
書
誌
的
考
察
ー
」
（
松
方

冬
子
編

「日
蘭
関
係
史
を
よ
み
と
く
」
上
巻
つ
な
ぐ
人
々
、
臨
川
書
店
、
二

0
一
五
年
）

ニ
四

一
ー
ニ
四
一一頁
。

(10
)

「
柳
圃
」
号
の
使
用
に
著
作
の
成
立
時
期
を
探
る
方
法
は
、
既
に
拙
稿
「
志
筑
忠
雄

「
三
種
諸
格
」
の
資
料
的
研
究
」（
「鳴
滝
紀
要
」
第
二
八
号
、

二
0
一
八
年
）
で
示
し
た
。

(11
)

前
掲
杉
本
つ
と
む
「
中
野
柳
圃

「蘭
学
生
前
父
」
の
考
察
」
（
同

「蘭
学
と
日
本
語
」
）
、

九

一
頁
。

(12
)

蔵
書
印
記

「
江
馬
元
益
」
、
「
春
齢
庵
図
書」

よ
り
。

(13
)
第
一
奥
書
「
文
政
五
壬
午
春
二
月
晦
日
校
合
子
尾
張
名
古
屋
観
象
堂
与
陸
奥
／
仙
台

藩
人
小
山
光
口」
、
第
二
奥
書
「
文
政
五
壬
午
春
二
月
晦
日
尾
張
名
古
屋
観
象
堂
之
熱
／

与
陸
奥
仙
台
藩
人
小
山
光
命
校
合
之
」
よ
り
。

(14
)

両
本
は
早
大
本
や
無
窮
会
本
に
欠
落
し
て
い
る
志
筑
忠
雄
の
自
序
を
備
え
て
い
る
の

み
な
ら
ず
、
脱
落
や
誤
記
、
オ
ラ
ン
ダ
語
の
綴
り
誤
り
な
ど
が
比
較
的
少
な
い
こ
と
か

ら
、
以
下
の
「
閾
学
生
前
父
」
の
引
用
で
は
、
基
本
的
に
岐
阜
歴
本
を
底
本
と
し
て
、
神

田
佐
野
本
で
補
う
方
針
と
す
る
。

(15
)

岐
阜
歴
本
を
底
本
と
し
て
、
角
括
弧
で
神
田
佐
野
本
に
お
け
る
異
同
を
示
し
た
。
反

対
に
、
両
者
に
揃
っ
て
い
な
い
記
述
に
つ
い
て
は
、
早
大
本
を
参
照
し
た
上
で
適
宜
削

除
し
た
。
た
だ
し
、

表
記
や
用
字
が
異
な
る
だ
け
の
場
合
や
、
ル
ビ
あ
る
い
は
送
り
仮

名
の
有
無
・
異
同
に
つ
い
て
は
補
っ
て
い
な
い
。
な
お
、
原
文
に
引
か
れ
て
い
る
各
種

の
傍
線
や
傍
点
は
省
略
し
、
錐
者
に
よ
っ
て
新
た
に
傍
線
、

二
重
傍
線
を
付
し
た
。
以

下
、
特
別
な
断
り
が
無
い
限
り
、
「
閾
学
生
前
父
」
の
引
用
は
か
か
る
方
針
で
行
う
。

(16
)

該
歌
は
既
に
松
永
貞
徳
「
長
頭
丸
随
筆
」
（
一
六

0
五
奥
書
）
に
認
め
ら
れ
る
。
岸
上

操
編

「少
年
必
読
日
本
文
廊
」
第
拾
編
（
博
文
館
、
一
八
九
二
年
）
。

な
お
、
「
長
頭
丸

随
箪
」
で
は
本
道
歌
の
作
者
は
足
利
義
政
と
さ
れ
て
い
る
。
山
崎
美
成

「三
養
雑
記
」

（一

八
四
〇
刊
）
で
も
「
長
頭
丸
随
筆
」
を
引
き
、
作
者
は
足
利
義
政
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
な
お
、
一
休
禅
師
作
と
い
う
言
説
は
、
近
代
以
降
に
誕
生
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
杉
本
つ
と
む
も
「
蘭
学
生
前
父
」
序
に
は
着
目
し
て
お
り
、
歌
が
和
歌
か
道
歌
で

あ
ろ
う
こ
と
、
書
名
が
歌
に
ち
な
ん
で
付
さ
れ
た
こ
と
ま
で
は
推
測
し
て
い
る
が
、
歌

の
同
定
に
は
至
ら
ず
、
よ
っ
て
書
名
の
意
味
や
正
し
い
読
み
に
は
辿
り
着
い
て
い
な
い
。

前
掲
「
柳
圃
学
と

「蘭
学
生
前
父
」
」
、
二
七
0
頁
。

(17
)

例
え
ば
、
富
士
信
仰
系
の
版
本

「生
下
未
分
語
」
（
一
六
四
七
刊
）
に
は
、
道
歌
も

「
父
母
未
生
以
前
本
来
面
目
」
と
い
う
文
句
も
見
え
る
。
た
だ
し
、
本
書
で
は
道
歌
の

「
父
」
が
「
母
」
に
作
ら
れ
て
い
る
。
大
谷
正
幸
「
「生
下
未
分
語
」
翻
刻
ー
富
士
講
研

究
に
関
連
し
て
」
（
「仏
教
文
化
学
会
紀
要
」
第
―
二
号
、
二
0
0
三
年
）
、
九
五
、

一―

四
頁
。

(18)

「荻
生
祖
株
全
集
」
第
五
巻
（
河
出
書
房
新
社
、

一
九
七
七
年
）
、

一
六

i
―
七、

ニ

四
頁
。
原
文
の
表
記
お
よ
び
書
き
下
し
文
は
底
本
に
従
っ
た
。
な
お
、
杉
本
つ
と
む
も

祖
棟
学
の
影
響
に
は
着
目
し
て
お
り
、
「
蘭
学
生
前
父
」
序
の
「
物
氏
の
訳
笠
」
を

「訳

文
答
蹄
」
と
推
測
し
て
い
る
。
前
掲
「
柳
圃
学
と

「蘭
学
生
前
父
」
、
二
七

0
頁
。

(19
)

田
尻
祐

一
郎
「
〈
訓
読
〉
問
題
と
古
文
辞
学
ー
荻
生
祖
棟
を
め
ぐ
っ
て
」
（
中
村
春
作
、

市
来
津
由
彦
、
田
尻
祐

一
郎
、
前
田
勉
共
編

「訓
読
論
東
ア
ジ
ア
漢
文
世
界
と
日
本

語
」
、
勉
誠
出
版
、

二
0
0
八
年
）
。

(20
)

「
欧
文
訓
読
」
の
謂
は
、
森
岡
健
二
「
欧
文
訓
読
の
研
究
欧
文
脈
の
形
成
」
（
明
治

書
院
、

一
九
九
九
年
）
に
拠
る
。

(21
)

岐
阜
歴
本
の
本
文
で
は
「
秘
訣
」
と
「
秘
訳
」
が
混
同
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
神

田
佐
野
本
の
目
次
•
本
文
な
ら
び
に
早
大
本
の
本
文
で
は
「
秘
訳
」
と
あ
る
。

「
訣
」
と

「
訳
」
と
の
草
書
は
酷
似
し
て
お
り
、
誤
り
や
す
い
。
以
上
を
勘
案
し
て
「
秘
訳
」
と
し

た
。
以
下
同
。

(22)

各
項
目
の
概
観
は
、
前
掲
寺
田
智
美
翻
刻
・
解
題
、
杉
本
つ
と
む
校
閲
「
翻
刻
解
題

「OO学
生
前
父
」
」（
九
ニ
-
1
0
0
頁
）
を
部
分
的
に
参
照
し
た
。

(23)

志
筑
忠
雄
が
叉
角
的
五
分
法
に
基
づ
い
て
い
た
こ
と
は
、
岡
田
和
子
が
指
摘
し
て
い

る
。
「
森
田
千
庵

「四
十
五
様
」
に
つ
い
て
ー
中
野
柳
圃
・
森
田
千
庵
と
仏
文
法
の
関

係
ー
」

（
「
洋
学
史
研
究
」
第
二
八
号
、

二
0
―一

年
）
、
三
八
＼
三
九
頁
。
た
だ
し
、

「
四
法
諸
時
対
訳
」
で
、
志
筑
が
八
時
制
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
が
斎
藤
信
に
よ
っ
て
指
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摘
さ
れ
て
い
る
。
「
中
野
柳
圃
の

「四
法
諸
時
対
訳
」
に
つ
い
て
」
（
「人
文
社
会
研
究
」

第
一
七
巻
、

一
九
七
三
年
）
、
四
七

1
四
八
頁
。

(24)

存
在
動
詞
zein
の
過
去
形
。
現
今
で
は

W
臼
e
n
と
綴
る
。

(25)

現
今
で
は
、
不
定
形
は

s
p
r
e
k
e
n
と
綴
る
。
な
お
、
岐
阜
歴
本
で
は
明
ら
か
な
綴
り

誤
り
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
神
田
佐
野
本
と
早
大
本
の
記
述
を
用
い
た
。

(26)

現
今
で
は
、
不
定
形
は

k
u
n
n
e
n
と
綴
る
。

(27
)
前
掲
寺
田
智
美
翻
刻
・
解
題
、
杉
本
つ
と
む
校
閲
「
翻
刻
解
題

「OO学
生
前
父
」
」、
九

九
頁。

(28)

岐
阜
歴
本
で
は
受
動
態
が
過
去
形
、
つ
い
で
現
在
形
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
が
、

神
田
佐
野
本
お
よ
び
早
大
本
で
は
現
在
形
、
過
去
形
の
順
位
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
時

制
の
並
び
か
ら
言
っ

て
も
、
神
田
佐
野
本
お
よ
び
早
大
本
が
適
切
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
順
に
示
し
た
。

(29)

三
人
称
単
数
に
対
応
し
た
形
は
、
現
今
で
は
w
o
r
d
t
と
綴
る
。

(30
)

中
略
は
[
・
:
]
で
、
割
注
内
の
記
述
は
墨
付
き
括
弧
で
示
し
た
。
以
下
、
全
て
の
引

用
文
で
同
。

(31
)
岐
阜
歴
本
に
は
「
三
十
七
則
」
と
あ
る
が
、

明
ら
か
な
誤
り
の
た
め
、
神
田
佐
野
本

と
早
大
本
に
基
づ
い
て
「
二
十
七
則
」
と
し
た
。
た
だ
し
、
本
文
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る

例
は
二
六
で
あ
り
、
「
二
十
七
則
」
も
正
し
く
な
い
。

(32)

前
掲
杉
本
つ
と
む

「
柳
圃
学
と

「蘭
学
生
前
父
」
」
、
二
八
三
頁
。

(33)

本
書
に
は
、
二
三
二
頁
か
ら
成
る
一
七

0
八
年
版
と
、
四
五
五
頁
か
ら
成
る

一
七
一

二
年
版
、

一
七――
―三
年
版
、

一
七
五
六
年
版
が
あ
り
、
後
三
者
は
内
容
も
同
一
で
あ
る
。

志
筑
が
ど
の
版
を
底
本
と
し
た
か
は
不
明
。
松
田
清

「洋
学
の
書
誌
的
研
究
」（
臨
川
書

店
、
一
九
九
八
年
）
、
七
三
、
二
九
六
頁
。

(34)

前
掲
拙
稿
「
志
筑
忠
雄

「
三
種
諸
格
」
の
資
料
的
研
究
」
、
一

四
ー
一
五
頁
。

(35)

「訓
訳
示
蒙
」
巻
五
よ
り
。
前
掲

「荻
生
祖
株
全
集
」
第
五
巻
、
四
三
九
頁
。

(36)

両
者
と
も
に

「古
今
集
遠
鏡
」
例
言
が
典
拠
。
「
本
居
宣
長
全
集
」
第
三
巻
（
筑
庶
書

房
、

一
九
六
九
年
）
、
九

-
1
0
頁
。

(37)

語
例
に
つ
い
て
は
鍵
括
弧
で
示
し
た
。
以
下
同
。
ま
た
、
傍
線
部
に

つ
い
て
、

岐
阜

歴
本
で
は
「
国
字
」
、
神
田
佐
野
本
お
よ
び
早
大
本
に
は
「
国
学
」
と
あ
る
が
、
い
ず
れ

を
正
し
い
記
述
と
す
る
決
め
手
は
無
い
。

(38)

「詞
の
玉
緒
j

一
之
巻
よ
り
。
「
本
居
宜
長
全
集
」
第
五
巻
（
筑
摩
書
房
、

年）、

一
九
頁
。
原
文
の
表
記
は
底
本
に
従
っ
た
。

(39)

便
宜
上
、
各
文
の
冒
頭
に
番
号
を
付
し
た
。
ま
た
、
神
田
佐
野
本
の
第
8
文
和
訳
は

「
言
ふ
語
」
と
あ
る
が
、
明
ら
か
な
誤
り
な
の
で
早
大
本
で
確
か
め
た
。
ま
た
、
同
じ
第

8
文
の
説
明
付
記
で
、
岐
阜
歴
本
で
は
「
彼
言
之
語
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
被
」
字
の

写
し
誤
り
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
神
田
佐
野
本
と
早
大
本
の

「被
言
之
語
」
に
従
っ
た
。

(40)

玉
田
沙
織
「
和
歌
の
同
化
翻
訳
論
ー
本
居
宣
長
の
俗
語
訳
理
論
か
ら
ー

」
（
高
橋
亨

編

「日
本
語
テ
ク
ス
ト
の
歴
史
的
軌
跡
」
、
名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、

二
0
1

0
年
）
、
六

0
頁
。

(41)

岐
阜
歴
本
で
は
「
長
閑
」
に
「
イ
ド
カ
」
と
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
が
、
神
田
佐
野

本
で
は
原
本
を
確
認
し
て
も
ル
ビ
は
な
く
、
他
方
、
早
大
本
で
は
本
文
で
「
ノ
ド
カ
」
と

あ
る
。
以
上
か
ら
岐
阜
歴
本
の
表
記
を
誤
写
と
捉
え
、
こ
こ
で
は
ル
ビ
を

「
ノ
ド
カ
」

と

し
た
。

(42
)

神
田
佐
野
本
で
一
部
錯
綜
が
見
ら
れ
た
部
分
は
早
大
本
を
も
っ
て
補

っ
た
。
な
お
、

歌
と
そ
の
訳
は
冒
頭
を
二
字
落
と
し
て
示
し
た
。
以
下
、

全
て
の
引
用
文
で
同
。

【付
記
】
写
真
掲
載
を
許
可
く
だ
さ
っ
た
岐
阜
県
歴
史
資
料
館
を
は
じ
め
と
し
て
、
汽
料
調
査

で
御
世
話
に
な
っ
た
各
所
蔵
機
関
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
七
〇
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